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『
蒙
求
和
歌
』
第
三
類
本
の
性
格

―
解
題
に
か
え
て

―

森

田

貴

之

一
、
は
じ
め
に

源
光
行
『
蒙
求
和
歌
』
に
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
書
か
れ
た
第
二

類
本
（
以
下
、
単
に
片
仮
名
本
と
呼
ぶ
）
と
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
第

一
類
本
（
以
下
、
単
に
平
仮
名
本
と
呼
ぶ
）
と
の
二
系
統
が
存
在
し
、
そ

の
先
後
や
再
編
集
の
過
程
、
意
図
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方

で
、
第
三
類
本
と
呼
ば
れ
る
「
第
一
類
（
注

平
仮
名
本
）
に
も
第
二
類

（
注

片
仮
名
本
）
に
も
属
さ
ず
、
し
か
も
両
類
を
後
人
が
混
合
さ
せ
て

成
立
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
系
統
」（
一
）

の
伝
本
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
後
人
に

よ
る
混
態
本
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
伝
本
で
あ
る
。
こ
の
第
三
類
本
は
片
仮

名
・
平
仮
名
両
本
が
恣
意
的
に
混
態
さ
れ
た
後
出
伝
本
で
あ
り
、
原
態
の

『
蒙
求
和
歌
』
の
形
態
を
大
き
く
損
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
類
本
の

編
者
が
見
た
片
仮
名
・
平
仮
名
両
本
は
「
現
存
本
に
比
較
し
て
そ
れ
ぞ
れ

余
程
良
い
伝
本
で
あ
っ
た
」
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
（
二
）

、
欠
脱
の
多
い
現

存
の
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
を
補
う
役
割
が
期
待
さ
れ
る
伝
本
で
も
あ

る
。例

え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
（
三
）

。
こ
れ
は
、「
郭
伋
竹
馬
」（
雑
）

の
和
歌
で
あ
る
。
三
本
で
初
句
の
み
に
異
同
が
あ
る
。

片
仮
名
本

タ
チ
ノ
ボ
ル
オ
ナ
ジ
ト
モ
ヲ
ゾ
ム
レ
テ
コ
シ
ト
キ
ハ
ノ
サ
ト
ノ
ア

ル
ジ
マ
ツ
ト
テ

平
仮
名
本
（
四
）

た
ま
に
の
る
お
な
じ
友
を
ぞ
む
れ
て
こ
し
と
き
は
の
さ
と
の
あ
る
じ

ま
つ
と
て

第
三
類
本

た
け
に
の
る
お
な
じ
と
も
を
ぞ
む
れ
て
こ
し
と
き
は
の
さ
と
を
あ
る

じ
ま
つ
と
て

こ
れ
ら
の
和
歌
の
付
さ
れ
た
故
事
は
、
次
の
通
り
、
郭
伋
が
任
地
を
巡
視

し
た
際
、
児
童
数
百
人
が
竹
馬
に
乗
っ
て
出
迎
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
五
）

。
続
後
漢
書
、
郭
伋
、
字
細
侯
、
拝
并
州
刺
史
、
行
部
、
到
河
東
、
数

百
小
児
、
各
騎
竹
馬
、
拝
仰
。
伋
曰
、
児
等
何
従
遠
来
。
曰
、
聞
使

君
到
喜
、
故
来
拝
迎
也
。

こ
の
『
蒙
求
』
古
注
で
い
う
「
各
竹
馬
に
騎
」
っ
て
郭
伋
を
迎
え
た
児
童

お
の
お
の

の
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が
和
歌
の
「
群
れ
て
来
」
た
「
お
な
じ
と
も
」
で
あ
ろ
う
。
片
仮
名
本
の

「
タ
チ
ノ
ボ
ル
」
や
平
仮
名
本
の
「
た
ま
に
の
る
」
で
は
意
味
を
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
三
本
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
の
は
第
三
類
本
の
「
た
け

に
の
る
」
で
あ
ろ
う
。

こ
の
例
に
関
し
て
は
「
た
け
に
の
る
」
が
適
当
な
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

第
三
類
本
の
編
者
が
独
自
に
訂
正
を
加
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

第
三
類
本
が
最
も
良
好
な
本
文
を
持
っ
て
い
る
例
は
他
に
も
あ
り
、
不
備

の
少
な
く
な
い
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
に
加
え
て
、
第
三
類
本
を
検
討
材

料
に
加
え
る
こ
と
に
も
一
定
の
価
値
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
出
性

の
ゆ
え
か
、
現
在
ま
で
こ
の
第
三
類
本
が
『
蒙
求
和
歌
』
研
究
の
俎
上
に

載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
第
三

類
本
を
『
蒙
求
和
歌
』
研
究
に
生
か
す
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
そ

の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

川
瀬
一
馬
氏
は
、
こ
の
第
三
類
本
に
も
二
種
の
系
統
が
あ
る
と
し
、
そ

の
第
一
種
本
と
し
て
、
野
村
八
良
氏
蔵
本
・
名
古
屋
市
立
図
書
館
蔵
本
が

挙
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
前
者
は
現
在
の
所
在
が
知
れ
ず
、
後
者
は
焼
失

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
現
在
所
在
の
確
認
で
き
る
第
三
類
本
は
、

川
瀬
氏
の
い
う
第
二
種
本
に
分
類
さ
れ
る
以
下
の
伝
本
の
み
で
あ
る
。

・
賀
茂
三
手
文
庫
蔵
本

・
図
書
寮
本
（
書
陵
部
乙
本
・
七
巻
残
欠
）

・
実
践
女
子
大
蔵
本
（
山
岸
徳
平
氏
旧
蔵
・
三
手
文
庫
本
の
祖
本
）

・
山
口
図
書
館
本
（
今
井
似
閑
旧
蔵
・
三
手
文
庫
本
の
写
し
）

（
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
黒
川
本
乙
本
の
八
巻
以
降
（
六
）

）

片
仮
名
本
第
二
種
本
（
巻
七
ま
で
）
と
の
取
り
合
わ
せ
本
ら
し
い
黒
川

本
を
除
き
、
他
の
四
本
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
た
形
態
と
認
め
ら
れ
る
。
川
瀬

氏
は
第
一
種
本
の
形
態
に
つ
い
て
「
編
次
は
第
一
類
本
（
注
：
平
仮
名
本
）

に
従
ひ
な
が
ら
、
本
文
は
第
二
類
本
を
以
て
改
正
を
加
へ
、
又
両
序
も
添

へ
て
ゐ
る
。
巻
末
に
は
、
な
ほ
朱
雲
折
檻
の
一
段
を
附
載
し
て
ゐ
る
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
第
一
種
本
の
形
態
は
、
上
記
の
四
本
の
第

二
種
本
の
形
態
と
は
や
や
異
な
り
（
七
）

、
第
三
類
本
の
第
一
種
本
と
第
二

種
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
来
歴
を
持
つ
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で

は
、
現
存
す
る
第
二
種
本
に
よ
っ
て
第
三
類
本
を
代
表
さ
せ
、
そ
の
性
格

を
論
じ
る
。
特
に
、
す
で
に
検
討
を
加
え
ら
れ
た
池
田
利
夫
氏
の
指
摘
さ

れ
た
第
三
類
本
の
外
形
的
な
特
徴
か
ら
、
そ
の
基
本
的
な
混
態
方
法
を
見

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

池
田
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
第
三
類
本
の
特
徴
は
、
お
よ
そ
以
下
の

項
目

10

で
あ
る
（
八
）

。冒
頭
に
仮
名
序
・
真
名
序
あ
り

…
片
仮
名
本

1

跋
文
あ
り
、
跋
文
後
の
「
朱
雲
折
檻
」
な
し

…
片
仮
名
本

2

目
録
は
各
巻
巻
頭

…
片
仮
名
本

3

平
仮
名
交
じ
り
文

…
平
仮
名
本
（
一
部
の
片
仮
名
本
）

4

章
段
数
は
二
五
〇
段
…
片
仮
名
本
よ
り
一
段
減

5

章
段
の
内
容
は
片
仮
名
本
に
近
い
が
、
片
仮
名
本
の
構
成
と

6

比
べ
る
と
、
以
下
の
増
減
が
あ
る
。

・
増
加
（
二
段
）
…
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
（
秋
・
鹿
）

「
馮
媛
当
熊
」
（
恋
）

・
減
少
（
三
段
）
…
「
太
真
玉
台
」
（
恋
）

「
仲
蓮
踏
海
」
（
閑
居
）

「
荀
陳
徳
星
」
（
雑
）
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歌
の
み
を
欠
く
段
が
五
段
あ
る
。

7

「
鍾
離
委
珠
」
（
冬
・
霰
）
「
郝
廉
留
銭
」
（
羇
旅
）

「
長
房
縮
地
」
（
羇
旅
）
「
勾
践
投
醪
」
（
酒
）

「
劉
寛
蒲
鞭
」
（
雑
）

和
歌
を
二
首
持
つ
段
が
五
四
段
あ
り
、
和
歌
の
総
数
は
合
計
三

8

〇
〇
首
で
あ
る
。

片
仮
名
・
平
仮
名
両
本
が
別
歌
を
持
つ
一
四
〇
段
の
う
ち
一
三

9

七
段
が
第
三
類
本
に
あ
る
が
、
片
仮
名
本
に
従
う
例
が
圧
倒
的

に
多
い
。

説
話
本
文
も
片
仮
名
本
に
従
う
章
段
が
圧
倒
的
に
多
い
。

10

二
、
章
段
の
増
減

ま
ず
、
第
三
類
本
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
で
書
か
れ
て
は
い
て
も
（
特

徴
第

項
）
、
第

項
～
第

項
や
第

項
・
第

項
に
明
ら
か
な
よ
う

4

1

3

9

10

に
、
そ
の
外
形
的
特
徴
は
片
仮
名
本
に
近
い
。
そ
し
て
、
そ
の
基
本
的
な

章
段
構
成
も
、
大
部
分
は
片
仮
名
本
に
近
い
。
例
え
ば
、
特
徴
第

項
の

5

計
二
五
〇
段
と
い
う
第
三
類
本
の
章
段
数
も
、
片
仮
名
本
の
章
段
数
計
二

五
一
段
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
九
）

。
ま
た
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
間
で

故
事
の
順
序
に
異
同
の
あ
る
箇
所
の
配
列
順
を
見
て
も
、
第
三
類
本
の
配

列
は
、
片
仮
名
本
の
配
列
に
等
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
に
「
庶
女
振

風
」
の
位
置
が
異
な
る
「
哀
傷
部
」
の
例
を
示
し
た
。

【
表
①
三
本
故
事
対
照
表
（
哀
傷
部
・
部
分
）】

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本

庶
女
振
風

144

范
張
鶏
黍

范
張
鶏
黍

范
張
鶏
黍

162

145

162

扁
鵲
起
虢

扁
鵲
起
虢

扁
鵲
起
虢

163

146

163

謝
敷
応
星

謝
敷
応
星

謝
敷
応
星

164

147

164

張
華
台
坼

張
華
台
坼

張
華
台
坼

165

148

165

庶
女
振
風

庶
女
振
風

166

166

と
こ
ろ
が
、
特
徴
第

項
に
あ
る
通
り
、
片
仮
名
本
に
比
し
た
場
合
、

6

そ
の
章
段
に
は
増
減
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
三
類
本
は
必
ず
し
も
片
仮
名

本
を
遵
守
し
て
は
い
な
い
。
ま
ず
は
、
そ
う
し
た
増
減
例
か
ら
、
第
三
類

本
の
章
段
構
成
上
の
姿
勢
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

二
‐
一
、
「
恋
部
」
の
問
題

最
初
に
、
特
徴
第

項
か
ら
増
減
両
方
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
増
加

6

章
段
「
馮
媛
当
熊
」
（
恋
）
お
よ
び
減
少
章
段
「
太
真
玉
台
」
（
恋
）
を
取

り
上
げ
た
い
。
実
は
、
次
表
②
の
通
り
、
こ
の
二
つ
の
章
段
の
増
減
は
連

動
し
て
い
る
。
片
仮
名
本
に
あ
る
「
太
真
玉
台
」
が
、
平
仮
名
本
で
は
「
馮

媛
当
熊
」
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
お
り
、
第
三
類
本
が
、
そ
の
う
ち
平
仮
名

本
の
章
段
を
選
択
し
て
い
る
た
め
に
、
片
仮
名
本
と
比
し
た
場
合
、
「
馮

媛
当
熊
」
が
〝
増
加
〟
し
、
「
太
真
玉
台
」
が
〝
減
少
〟
し
た
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
基
本
的
に
片
仮
名
本
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
第

三
類
本
に
あ
っ
て
、
明
確
に
平
仮
名
本
の
形
態
を
選
択
し
た
箇
所
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

【
表
②
三
本
故
事
対
照
表
（
恋
部
・
部
分
）】

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本
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班
女
辞
輦

班
女
辞
輦

班
女
辞
輦

81

75

82

太
真
玉
台

82

（
馮
媛
当
熊
）

馮
媛
当
熊

83

董
永
自
売

董
永
自
売

董
永
自
売

83

76

84

※
（

）
は
目
録
の
み
で
本
文
を
欠
く
も
の

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
第
三
類
本
に
は
、
「
馮
媛
当
熊
」
が
目
録

・
本
文
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
②
に
示
し
た
よ
う
に
、

現
存
の
平
仮
名
本
で
は
、
目
録
に
は
「
馮
媛
当
熊
」
と
あ
る
も
、
実
際
に

は
そ
の
本
文
部
分
が
存
在
し
な
い
（
平
仮
名
本
「
恋
部
」
で
は
「
衛
后
髪

鬒
」
「
太
初
日
月
」
も
同
様
）。
そ
う
し
た
平
仮
名
本
の
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
第
三
類
本
に
は
存
在
す
る
「
馮
媛
当
熊
」
の
出
自
が
問
題
と
な
っ

て
こ
よ
う
（
十
）

。
こ
れ
は
第
三
類
本
の
信
頼
性
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

そ
の
本
文
を
以
下
に
示
し
た
。

馮
媛
は
馮
奉
世
の
女
、
馮
昭
儀
也
。
元
帝
御
志
ふ
か
ゝ
り
け
り
。
元

帝
け
だ
も
の
を
戦
か
は
し
め
て
見
給
に
、
昭
儀
御
傍
に
侍
り
け
り
。

時
に
熊
た
け
り
い
か
り
て
御
殿
に
の
ぼ
ら
む
と
す
。
人
皆
に
げ
は
し

る
。
昭
儀
ひ
と
り
熊
に
立
む
か
へ
り
。
熊
す
ゝ
み
か
ゝ
り
て
昭
儀
す

で
に
害
せ
ら
れ
な
ん
と
す
れ
ど
も
、
身
を
ま
か
せ
て
立
む
か
へ
り
け

る
を
、
そ
ば
よ
り
人
よ
り
て
熊
を
殺
て
け
れ
ば
、
昭
儀
は
か
ら
ざ
る

に
た
す
か
り
に
け
り
。
公
け
あ
や
し
み
て
問
給
は
ゞ
、
人
皆
熊
に
お

そ
れ
は
し
る
。
汝
女
の
身
と
し
て
し
か
も
熊
に
む
か
へ
る
事
を
問
給

に
、
答
申
て
云
く
、
妾
聞
く
、
猛
き
獣
は
人
を
み
て
と
ゞ
ま
る
と
い

へ
り
。
人
皆
に
げ
走
ぬ
。
妾
熊
に
む
か
は
ず
は
、
熊
き
み
を
害
し
て

む
。
妾
熊
に
む
か
は
ゞ
、
熊
妾
を
害
し
て
君
は
ま
ぬ
か
れ
給
な
む
と

思
て
、
立
む
か
へ
り
つ
る
な
り
と
申
に
、
帝
い
よ
〳
〵
ほ
め
哀
み
給

て
、
ま
す
〳
〵
を
も
く
お
ぼ
し
け
り
。

み
く
ま
の
ゝ
あ
ら
い
そ
浪
に
し
ほ
れ
ま
し
う
ら
の
は
ま
ゆ
ふ
た
ち

へ
た
て
ず
は

ま
ず
は
、
故
事
本
文
を
検
討
し
た
い
が
、
こ
の
「
馮
媛
当
熊
」
は
、『
蒙

求
』
古
注
・
準
古
注
・
新
注
お
よ
び
原
典
（
『
漢
書
』
外
戚
伝
）
の
間
に

は
、
顕
著
な
差
が
乏
し
く
、
明
ら
か
な
後
出
性
・
異
質
性
な
ど
は
検
証
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
和
歌
の
み
が
唯
一
の
検
討
材
料
と
な
る
。

そ
の
和
歌
の
主
な
歌
材
で
あ
る
「
み
熊
野
浦
の
浜
木
綿
」
は
、
次
の
万

葉
歌
な
ど
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
浜
木
綿
が
幾
重
に
も
重
な

る
様
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

み
熊
野
の
浦
の
浜
木
綿
百
重
な
す
心
は
思
へ
ど
た
だ
に
逢
は
ぬ
か
も

（
『
万
葉
集
』
巻
四
・

・
柿
本
朝
臣
人
麿
の
歌
四
首
）（
十
一
）

496

ま
た
、
次
の
『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
部
「
浜
木
綿
」（
十
二
）

に
「
仁
安
二
年

二
月
清
輔
朝
臣
家
歌
合
海
辺
霞
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
藤
原
資
隆
詠
の
判

詞
に
あ
る
よ
う
に
、
「
浜
木
綿
」
は
「
へ
だ
つ
」
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
（
資
隆
詠
自
体
は
「
霞
」
が
「
浜
木
綿
」
を
「
へ
だ
つ
」

と
い
う
構
成
で
あ
る
）。

み
く
ま
の
の
う
ら
の
は
ま
ゆ
ふ
見
え
ぬ
ま
で
い
く
へ
の
か
す
み
た
ち

へ
だ
つ
ら
ん

此
歌
判
者
云
、
衆
議
「
浦
の
は
ま
ゆ
ふ
」
と
い
ふ
な
ら
ば
、
「
た

ち
か
さ
ぬ
ら
ん
」
な
ど
ぞ
う
ち
ま
か
せ
た
る
こ
と
に
て
あ
る
を
、
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「
へ
だ
つ
」
と
あ
れ
ば
ほ
い
な
き
や
う
に
こ
そ
き
こ
ゆ
れ
、
た
だ

し
、
か
き
た
が
へ
に
こ
そ
侍
る
め
れ
、
此
か
す
み
は
お
ぼ
つ
か
な

き
所
を
い
か
に
し
て
さ
だ
め
ら
る
べ
き
よ
し
申
し
あ
は
れ
た
る
程

に
、
ぬ
し
の
物
し
た
ま
へ
る
に
た
づ
ね
ら
れ
ば
、
は
ま
ゆ
ふ
は
へ

だ
つ
と
も
よ
め
る
や
う
に
こ
そ
、と
申
さ
る
る
を
思
ひ
い
で
侍
ば
、

は
べ
れ

ふ
る
く
も
「
は
ま
ゆ
ふ
心
へ
だ
て
て
思
ふ
も
の
か
は
」（
十
三
）

な

ど
申
事
侍
れ
ど
、
そ
れ
は
な
ん
女
の
中
の
事
に
引
よ
せ
ん
時
に
こ

も
う
す

ひ
き

そ
あ
ら
め
、
こ
の
歌
に
は
い
か
に
も
か
さ
ね
ま
ほ
し
き
事
に
て
な

ん
と
人
人
申
さ
れ
し
か
ば
、
左
勝
に
き
と
云
々

か
ち

つ
ま
り
、
第
三
類
本
の
和
歌
は
、
馮
昭
儀
が
深
い
愛
情
で
熊
の
前
に
立

ち
は
だ
か
っ
て
皇
帝
を
守
っ
た
こ
と
を
、
み
熊
野
の
浦
の
浜
木
綿
が
荒
波

を
幾
重
に
も
隔
て
る
様
に
た
と
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
歌
語
と
故
事
と
の

対
応
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
比
較
的
類
型
的
な
和
歌
表
現
を
用
い
て
故
事
と
和
歌
と

を
重
ね
る
手
法
は
『
蒙
求
和
歌
』
の
定
石
で
あ
る
。
ま
た
、
「
み
熊
野
」

、

と
い
う
歌
枕
に
は
、
馮
昭
儀
ら
を
襲
っ
た
「
熊
」
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
駄
洒
落
的
な
言
葉
の
用
い
方
も
ま
た
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
定
石

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
馮
媛
当
熊
」
の
和
歌
に
は
、
他
の
『
蒙
求
和

歌
』
所
収
歌
と
比
し
て
、
特
徴
的
な
点
は
見
い
だ
せ
ず
、
「
馮
媛
当
熊
」

が
失
わ
れ
た
平
仮
名
本
由
来
の
章
段
で
あ
っ
た
と
し
て
も
全
く
不
自
然
で

は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
一
首
の
和
歌
の
来
歴
に
つ
い
て
容
易
に
判
断
を
下
す
こ
と

は
で
き
ず
、
第
三
類
本
独
自
本
文
の
信
頼
性
に
つ
い
て
は
他
の
箇
所
を
含

め
た
総
合
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
以

降
で
も
取
り
上
げ
る
。

さ
て
、
こ
の
和
歌
が
平
仮
名
本
に
由
来
す
る
に
せ
よ
、
第
三
類
本
の
創

作
に
せ
よ
、
第
三
類
本
が
、
片
仮
名
本
の
故
事
「
太
真
玉
台
」
を
退
け
、

平
仮
名
本
の
「
馮
媛
当
熊
」
を
意
図
的
に
選
択
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
採
用
さ
れ
た
「
馮
媛
当
熊
」
が
、
も
と
も
と
『
蒙
求
』

に
お
い
て
、
『
蒙
求
和
歌
』
で
直
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る
「
班
女
辞
輦
」

と
対
を
な
す
故
事
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
故
事
は
、
『
蒙
求
』
以
外
で
も
西
晋
の
張
華
『
女
史
箴
』

で
既
に
併
記
さ
れ
（
十
四
）

、
両
故
事
の
対
置
は
比
較
的
広
く
定
着
し
て
い
た
。

玄
熊
攀
檻
、
馮
媛
趍
進
、
夫
豈
無
畏
、
知
死
不
恡

班
婕
有
辞
、
割
驩
同
輦
、
夫
豈
不
懐
、
防
微
慮
遠

『
蒙
求
和
歌
』
は
、
必
ず
し
も
『
蒙
求
』
原
典
の
対
句
や
配
列
に
縛
ら

れ
て
は
い
な
い
が
、
『
蒙
求
』
原
典
に
お
い
て
対
を
な
す
故
事
を
そ
の
ま

ま
連
続
さ
せ
て
い
る
箇
所
も
数
箇
所
あ
る
（
夏
部
「
常
林
帯
経
」（
早
苗
）

「
高
鳳
漂
麦
」
（
晩
立
）
／
哀
傷
部
「
墨
子
悲
糸
」
「
楊
朱
泣
岐
」
／
酒
部

「
玄
石
沈
湎
」
「
劉
伶
解
酲
」
）（
十
五
）

。
平
仮
名
本
が
「
馮
媛
当
熊
」
を
採

用
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
故
事
同
士
の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
第
三
類
本
が
平
仮
名
本
に
従
っ
て
「
馮
媛
当
熊
」
を
選
択
し
た

理
由
も
同
じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
第
三
類
本
の

編
者
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
系
統
だ
け
を
重
要
視
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、

あ
る
程
度
の
知
識
に
基
づ
い
て
、
そ
の
内
容
を
斟
酌
し
た
上
で
、
片
仮
名

本
・
平
仮
名
本
の
ど
ち
ら
に
拠
る
か
、
と
い
う
選
択
を
行
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

二
‐
二
、
目
録
と
本
文
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た
だ
し
、
歌
題
と
の
一
対
一
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
四
季
の
部
と
は
違

い
、
各
和
歌
に
歌
題
を
付
す
わ
け
で
は
な
い
「
恋
部
」
で
は
、
片
仮
名
本

の
「
太
真
玉
台
」
と
平
仮
名
本
の
「
馮
媛
当
熊
」
の
両
方
の
故
事
を
併
載

す
る
と
い
う
判
断
も
あ
り
得
た
は
ず
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三

類
本
が
あ
え
て
平
仮
名
本
の
「
馮
媛
当
熊
」
だ
け
を
選
択
し
た
、
と
い
う

点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
目
録
冒
頭
に
「
恋
部
廿
首
」
と
あ
る
そ
の
章
段
総

数
を
守
り
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
目
録
に
示
さ
れ
た
二
〇

段
と
い
う
章
段
数
を
守
る
た
め
に
は
、
両
本
の
故
事
を
併
載
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。

同
様
の
意
識
を
「
懐
旧
部
」
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
片
仮
名
本
の

「
懐
旧
部
」
は
、
そ
の
目
録
冒
頭
に
は
「
懐
旧
部
十
一
首
」
と
あ
り
な
が

ら
、
実
際
は
本
文
が
一
〇
章
段
し
か
な
い
な
ど
の
不
備
が
あ
る
の
だ
が
、

第
三
類
本
は
正
し
く
「
懐
旧
部
十
首
」
と
し
、
そ
の
不
備
を
改
め
て
い
る

の
で
あ
る
（
十
六
）

。
つ
ま
り
、
第
三
類
本
の
目
録
は
、
序
や
目
録
に
あ
る
章

段
数
と
本
文
と
を
一
致
さ
せ
る
よ
う
に
訂
正
さ
れ
た
う
え
で
、
作
成
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
徴
第

項
に
挙
げ
ら
れ
た
増
減
例
の
う
ち
の
「
荀
陳
徳
星
」

6

（
雑
）
に
お
い
て
も
同
様
の
意
識
を
指
摘
で
き
る
。

こ
の
「
荀
陳
徳
星
」
は
、
第
三
類
本
の
目
録
に
も
本
文
に
も
記
載
が
な

く
、
片
仮
名
本
に
比
し
て
減
少
し
た
と
見
な
さ
れ
る
章
段
で
あ
る
が
、
次

表
③
の
通
り
、
基
本
的
に
片
仮
名
本
に
一
致
す
る
第
三
類
本
の
「
雑
部
」

に
あ
っ
て
、
片
仮
名
本
の
構
成
と
異
な
る
唯
一
の
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、

平
仮
名
・
片
仮
名
両
本
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
第
三
類
本
に
採

用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
も
、
唯
一
の
章
段
で
あ
る
。

【
表
③
三
本
故
事
対
照
表
（
雑
部
）
】

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本

燕
昭
築
台

燕
昭
築
台

燕
昭
築
台

201

182

201

…

…

…

黄
琬
対
日

黄
琬
対
日

黄
琬
対
日

212

193

212

荀
陳
徳
星

荀
陳
徳
星

213

194

任
座
直
言

任
座
直
言

214

213

孫
綽
才
冠

孫
綽
才
冠

孫
綽
才
冠

195

…

…

…

管
寧
割
席

管
寧
割
席

管
寧
割
席

221

201

220

周
公
握
髪

周
公
握
髪

222

221

伯
英
草
聖

202

鄒
陽
長
裾

鄒
陽
長
裾

鄒
陽
長
裾

223

203

222

…

…

…

養
由
号
猿

養
由
号
猿

養
由
号
猿

231

211

230

鄒
衍
降
霜

鄒
衍
降
霜

232

231

…

…

郭
伋
竹
馬

（
郭
伋
竹
馬
）

郭
伋
竹
馬

243

242

劉
寛
蒲
鞭

劉
寛
蒲
鞭

劉
寛
蒲
鞭

244

212

243

黄
尋
飛
銭

黄
尋
飛
銭

245

244

…

…

桓
温
奇
骨

桓
温
奇
骨

251

250

跋
文

跋
文

跋
文

朱
雲
折
檻

213

※
平
仮
名
本
の
「
郭
伋
竹
馬
」
は
、
和
歌
の
み
が
「
劉
寛
蒲
鞭
」
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に
付
さ
れ
、
本
文
は
な
い
。

こ
の
「
荀
陳
徳
星
」
（
雑
）
の
削
減
も
、
先
述
の
目
録
と
本
文
の
一
致

と
い
う
視
点
か
ら
説
明
で
き
る
。
実
は
、
片
仮
名
本
の
「
雑
部
」
目
録
に

は
「
雑
部
五
十
首
」
と
あ
る
が
、
実
際
の
章
段
総
数
は
計
五
一
段
で
あ
り
、

目
録
に
比
し
て
本
文
が
一
段
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
類
本
編

者
は
、
こ
の
「
雑
部
」
に
お
い
て
も
、
目
録
の
「
―
部
―
首
」
と
い
う
表

記
が
必
ず
し
も
実
際
の
数
と
一
致
し
て
い
な
い
不
備
を
改
め
、
で
き
る
限

り
目
録
と
本
文
と
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
し
、
こ
の
「
荀
陳
徳
星
」
を
削
除

す
る
こ
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
十
七
）

。

こ
う
し
た
第
三
類
本
の
整
理
は
、
全
体
の
章
段
実
数
を
二
五
〇
段
と
し

て
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
序
の
記
述
「
歌
詠
二
百
五
十
」
と
一
致
さ
せ
よ
う

と
す
る
意
図
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
単
純
に
目
録
と
本
文
と
の

一
致
だ
け
を
考
え
る
な
ら
、
「
荀
陳
徳
星
」
の
削
除
な
ど
を
せ
ず
に
、
「
雑

部
五
十
一
首
」
と
、
そ
の
総
数
だ
け
を
書
き
改
め
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
う
は
せ
ず
に
、
あ
え
て
一
章
段
の
削
減
を
行
っ
た
の
は
、

雑
部
の
章
段
数
を
五
〇
段
と
し
、
全
体
の
章
段
実
数
を
二
五
〇
段
に
す
る

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
特
徴
第

項
の
通
り
、
第
三
類
本
の
章
段
数
は
た
し
か
に
片

5

仮
名
本
に
近
い
の
だ
が
、そ
れ
は
片
仮
名
本
に
従
っ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、

「
序
」
の
記
述
に
倣
っ
た
結
果
と
考
え
る
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

二
‐
三
、
第
三
類
本
の
目
指
し
た
形

し
か
し
、
特
徴
第

項
の
残
る
二
つ
の
増
減
例
、
す
な
わ
ち
減
少
例
「
仲

6

蓮
踏
海
」
（
閑
居
）
と
増
加
例
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
（
秋
・
鹿
）
に

は
や
や
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
章
段
に
関
し
て
は
、
目
録
と
本
文
に
著

し
い
不
一
致
が
あ
り
、
先
述
の
「
序
や
目
録
に
あ
る
章
段
数
と
本
文
と
を

一
致
さ
せ
る
」
第
三
類
本
の
意
志
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
第
三
類
本
の
章
段
数
が
「
序
」
の
内
容
と
一
致
す
る
と
し
て
も
、

そ
の
一
致
が
目
録
の
不
備
を
含
ん
だ
う
え
で
の
結
果
だ
と
い
う
の
は
、
あ

ま
り
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
（
秋
・
鹿
）
の
増
加
は
、
実
は
片
仮

名
・
平
仮
名
両
本
の
間
で
故
事
が
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
伴
う
も

の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
（
十
八
）

。
次
表
④
の
通
り
、
「
秋
部
・
鹿
」

は
、
片
仮
名
本
の
故
事
が
「
五
鹿
嶽
嶽
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
仮
名
本

の
故
事
は
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
第
三
類
本
は
、
そ
の
二
つ
を
併
載
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

【
表
④
三
本
故
事
対
照
表
（
秋
部
・
鹿
）】

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本

五
鹿
嶽
嶽

［

五
鹿
嶽
嶽
］

45

45

鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間

鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間

45

46

※
［

］
は
目
録
に
な
く
本
文
の
み
の
も
の

こ
う
し
た
故
事
の
入
れ
替
え
現
象
は
、
ち
ょ
う
ど
、
先
に
み
た
「
太
真

玉
台
」
（
恋
）
と
「
馮
媛
当
熊
」
（
恋
）
の
関
係
（
表
②
参
照
）
と
同
じ
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
例
と
は
異
な
り
、
こ
の
「
秋
部
・
鹿
」
で
は
、
第

三
類
本
に
二
つ
の
故
事
両
方
が
併
記
さ
れ
、
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
し
た

よ
う
な
形
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
片
仮
名
本
と
比
べ
た

場
合
に
は
特
徴
第

項
の
よ
う
に
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
が
一
章
段

6

増
加
し
た
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
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三
類
本
の
目
録
に
は
、
な
ぜ
か
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
だ
け
が
示
さ

れ
て
い
る
（
十
九
）

。
そ
の
た
め
、
目
録
に
「
秋
部
廿
首
」
と
あ
る
の
に
対
し

て
、
実
際
の
章
段
数
が
二
一
段
と
な
り
、
目
録
と
本
文
と
に
大
き
な
齟
齬

を
生
じ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
「
仲
蓮
踏
海
」
（
閑
居
）
は
、
逆
に
目
録
に
は
あ
る
も
の

の
、
そ
の
本
文
部
分
が
な
い
と
い
う
齟
齬
が
あ
る
（
次
表
⑤
参
照
）
。
そ

し
て
、
片
仮
名
本
に
は
目
録
・
本
文
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
片

仮
名
本
に
比
し
て
、
減
少
し
た
章
段
と
見
な
さ
れ
る
（
特
徴
第

項
）
。

6

【
表
⑤
三
本
収
録
状
況
対
照
表
（
閑
居
部
・
部
分
）】

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本

於
陵
辞
聘

目
録
・
本
文

目
録
の
み

目
録
・
本
文

112

113

仲
蓮
踏
海

目
録
・
本
文

目
録
の
み

目
録
の
み

116

揚
雄
草
玄

目
録
・
本
文

目
録
の
み

目
録
・
本
文

118

118

こ
の
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」（
秋
・
鹿
）
と
「
仲
蓮
踏
海
」（
閑
居
）

と
の
二
つ
の
増
減
例
を
見
る
と
、
目
録
と
本
文
と
に
不
一
致
が
あ
る
の
は

事
実
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
「
序
や
目
録
に
あ
る
章
段
数
と
本
文
と
を
一
致

さ
せ
る
」
意
図
が
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
今

一
度
、
第
三
類
本
の
目
録
作
成
の
過
程
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

実
は
、
こ
の
二
つ
の
例
は
と
も
に
、
目
録
だ
け
を
見
る
と
、
平
仮
名
本

と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
、
単
純
に
平
仮
名
本
の
目
録
に
従

っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
う
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
ず
、
平
仮
名
本
の
目
録
は
、
す
べ
て
巻
頭
部
に
置
か
れ
、
片
仮
名
本

同
様
に
各
部
の
冒
頭
に
置
く
第
三
類
本
と
は
そ
の
位
置
が
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
（
特
徴
第

項
）
。
ま
た
、
問
題
の
「
―
部
―
首
」
と
い
う
表
記

3

自
体
が
片
仮
名
本
特
有
で
、
平
仮
名
本
は
単
に
「
―
部
」
と
し
、
章
段
数

を
示
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
平
仮
名
本
は
第
三
類
本
よ
り
も
目
録
の
不

備
が
多
く
、
目
録
の
み
に
あ
り
本
文
を
欠
く
段
が
一
九
段
も
あ
り
、
ま
た

逆
に
、
目
録
に
な
く
本
文
の
み
あ
る
段
も
二
段
あ
る
（
二
十
）

。
し
か
し
、
こ

う
し
た
平
仮
名
本
の
不
備
は
第
三
類
本
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
第
三

類
本
の
目
録
は
、
本
節
で
取
り
上
げ
た
二
段
を
除
け
ば
、
か
な
り
整
え
ら

れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
第
三
類
本
は
基
本
的
に
は
片
仮
名
本
の
章
段
構
成
を
と
る

た
め
、
平
仮
名
本
の
目
録
を
も
と
に
目
録
を
作
成
し
た
と
す
る
と
、
大
幅

な
修
正
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
よ
う
な

過
程
を
経
る
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。
基
本
的
に
片
仮
名
本
の
目
録
を
も

と
に
、
章
段
の
整
理
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
適
宜
修
正
を
加
え
て
い
っ
た
と

思
わ
れ
る
（
二
十
一
）

。
つ
ま
り
、
「
秋
部
・
鹿
」
に
お
い
て
も
、
片
仮
名
本
の

「
五
鹿
嶽
嶽
」
と
あ
る
目
録
を
も
と
に
修
正
を
加
え
た
結
果
、
「
五
鹿
嶽

嶽
」
か
ら
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
に
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
の
本
来
の
意
図
は
、
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
の

み
を
掲
出
す
る
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
は
な
い
か
。

実
際
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
間
で
章
段
が
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
箇

所
は
、
こ
の
「
秋
部
・
鹿
」
の
他
に
も
、
先
述
の
「
恋
部
」
の
例
（
片
「
太

真
玉
台
」
・
平
「
馮
媛
当
熊
」
、
表
②
参
照
）
、
「
雑
部
」
の
例
（
片
「
周
公

握
髪
」
・
平
「
伯
英
草
聖
」
、
表
③
参
照
）
や
後
述
す
る
「
斉
后
破
環
」
に

関
す
る
例
（
後
掲
表
⑥
参
照
）
が
あ
る
が
、
二
章
段
を
併
記
す
る
箇
所
は
、

こ
の
「
秋
部
・
鹿
」
が
唯
一
の
例
で
あ
る
。
「
秋
部
・
鹿
」
以
外
の
箇
所

で
は
、
必
ず
ど
ち
ら
か
の
故
事
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
三
類
本
「
五
鹿
嶽
嶽
」
は
、
目
録
に
な
く
本
文
の
み
が
あ

る
と
い
う
例
と
し
て
唯
一
の
も
の
で
あ
る
ほ
か
、
現
存
の
第
三
類
本
の
「
五
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鹿
嶽
嶽
」
本
文
の
標
題
下
に
は
、
「
或
本
此
一
段
無
之
」
と
の
注
記
が
あ

る
の
も
特
異
で
あ
る
。
第
三
類
本
の
本
文
に
こ
う
し
た
故
事
の
出
入
り
に

関
す
る
注
が
あ
る
の
も
全
段
を
通
じ
て
こ
の
箇
所
の
み
な
の
で
あ
る
。「
五

鹿
嶽
嶽
」
は
第
三
類
本
の
な
か
で
も
特
異
な
点
が
あ
ま
り
に
も
目
立
つ
。

特
に
「
或
本
此
一
段
無
之
」
と
い
う
注
記
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
注
記

は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
あ
る
特
定
の
第
三
類
本
の
一
本
に
は
、
こ
の
章

段
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
単

純
に
平
仮
名
本
に
は
こ
の
章
段
が
な
い
と
い
っ
た
、
章
段
の
入
れ
替
え
を

注
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
に
も
ま
た
、
片
仮
名
本
に
は
こ
の
章
段
が
な
い
こ
と
が
注
記

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
平
仮
名
本
に
限
っ
て
そ
の
よ
う
な
注
を
施
し
た

と
考
え
た
と
し
て
も
、
該
当
す
る
例
は
他
に
も
あ
り
、
こ
こ
に
だ
け
に
注

が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
説
明
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
注
記
の

い
う
「
或
本
」
と
は
第
三
類
本
の
一
伝
本
と
考
え
て
お
く
の
が
最
も
矛
盾

を
生
じ
な
い
。

現
存
す
る
第
三
類
本
諸
本
は
、
す
べ
て
同
じ
形
態
で
あ
り
、
同
一
の
写

本
か
ら
の
転
写
を
経
て
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
段
階

に
お
い
て
、
な
ん
ら
か
の
操
作
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
し
得
な
い
。
第

三
類
本
の
現
在
の
「
秋
部
・
鹿
」
は
、
第
三
類
本
編
者
が
本
来
意
図
し
た

形
で
は
な
く
、
別
途
、
片
仮
名
本
か
ら
「
五
鹿
嶽
嶽
」
が
補
わ
れ
た
可
能

性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

同
じ
よ
う
に
、
「
閑
居
部
」
に
お
い
て
も
、
片
仮
名
本
の
目
録
を
も
と

に
し
、
一
〇
段
分
を
目
録
に
載
せ
て
い
る
以
上
、
本
来
は
片
仮
名
本
同
様

に
一
〇
段
す
べ
て
の
本
文
・
和
歌
を
収
録
す
る
つ
も
り
で
目
録
部
分
が
作

ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
一
見
、
第
三
類
本
の
「
仲
蓮
踏
海
」（
閑

居
）収
録
状
況
も
、平
仮
名
本
の
収
録
状
況
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
前
表
⑤

の
通
り
、
平
仮
名
本
に
は
、
同
じ
「
閑
居
部
」
に
お
い
て
、
目
録
に
あ
っ

て
本
文
を
欠
く
と
い
う
同
じ
状
況
の
章
段
が
、
「
仲
蓮
踏
海
」
の
ほ
か
に

も
、
「
於
陵
辞
聘
」
「
揚
雄
草
玄
」
の
二
段
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
二

段
に
関
し
て
は
、
第
三
類
本
に
は
不
備
は
な
く
、
平
仮
名
本
と
は
そ
の
形

態
が
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
片
仮
名
本
「
仲
連
踏
海
」
を
見
て

も
、
本
文
・
和
歌
と
も
に
特
に
不
審
な
点
は
な
く
、
内
容
面
か
ら
の
意
図

的
な
削
除
と
考
え
る
べ
き
理
由
も
見
当
た
ら
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
第
三
類
本
の
「
仲
連
踏
海
」
欠
脱
は
、
第
三
類
本
編

者
の
意
図
か
ら
外
れ
た
単
純
な
脱
落
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
に
、
第
三
類
本
の
章
段
数
が
計
二
五
〇
段
で
「
序
」
の
記
述
と
一
致

し
、
な
お
か
つ
各
巻
の
目
録
が
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
こ
に
「
序
」
や
「
目
録
」
の
内
容
と
本
文
と
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る

意
思
を
想
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
致
は
、
述
べ
て
き
た
よ
う
な
「
秋

部
・
鹿
」
の
故
事
併
載
や
「
閑
居
部
」
で
の
「
仲
蓮
踏
海
」
の
脱
落
を
含

ん
だ
う
え
で
の
一
致
で
あ
り
、
不
自
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
、「
秋

部
・
鹿
」
に
目
録
通
り
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
」
の
み
が
掲
載
さ
れ
、「
閑

居
部
」
に
も
目
録
通
り
「
仲
蓮
踏
海
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
状
況
を
想
定

す
る
と
、
そ
れ
で
も
や
は
り
ち
ょ
う
ど
計
二
五
〇
段
と
な
る
。
こ
れ
が
第

三
類
本
の
目
指
し
た
形
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
序
と
目
録
と

本
文
と
を
一
致
さ
せ
、
二
五
〇
段
の
〝
整
っ
た
〟
『
蒙
求
和
歌
』
を
作
る
、

そ
れ
が
第
三
類
本
の
当
初
の
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
そ

の
目
的
は
、
後
補
や
作
成
時
の
脱
落
に
よ
っ
て
、
現
存
本
で
は
実
現
さ
れ

て
は
い
な
い
、
そ
う
捉
え
て
お
き
た
い
。

二
‐
四
、
故
事
の
選
択
と
和
歌
の
選
択
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こ
こ
ま
で
、
特
徴
第

項
の
章
段
増
減
例
に
注
目
し
て
き
た
が
、
次
に

6

「
斉
后
破
環
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
次
表
⑥
の
通
り
、
「
斉
后

破
環
」
は
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
の
間
で
三
つ
の
部
（
「
冬
部
・
霰
」「
恋

部
」
「
述
懐
部
」
）
に
わ
た
っ
て
章
段
が
入
れ
替
え
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
の
三
段
に
お
い
て
、
第
三
類
本
は
、
基
本
的
な
故
事
選

択
に
つ
い
て
は
片
仮
名
本
に
従
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
章
段
の
〝
増

加
〟
や
〝
減
少
〟
の
例
に
は
あ
た
ら
ず
、
冒
頭
の
特
徴

項
目
で
も
触
れ

10

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
和
歌
に
つ
い
て
は
、
特
異
な
処
理
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
の
第
三
類
本
は
、
単
純
に
片
仮
名
本

と
平
仮
名
本
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
故
事
、
和
歌
を
そ

れ
ぞ
れ
別
の
本
か
ら
採
用
、
折
衷
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
表
⑥
三
本
故
事
・
和
歌
対
照
表
（
「
斉
后
破
環
」
関
連
部
分
）】

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本

〈
冬
部
・
霰
〉

〈
冬
部
・
霰
〉

〈
冬
部
・
霰
〉

鐘
離
委
珠
・

歌

斉
后
破
環
・

歌

鐘
離
委
珠
・
和
歌
欠

60

A

59

B

61

〈
恋
部
〉

〈
恋
部
〉

〈
恋
部
〉

斉
后
破
環
・

歌

（
太
初
日
月
）

斉
后
破
環
・

歌

89

A

90

B

〈
述
懐
部
〉

〈
述
懐
部
〉

〈
述
懐
部
〉

五
倫
十
起
・

歌

鐘
離
委
珠
・

歌

五
倫
十
起
・

歌

148

A

130

B

148

A

※
（

）
は
目
録
の
み
で
本
文
を
欠
く
も
の
。

歌
は

A

片
仮
名
本
、

歌
は
平
仮
名
本
の
和
歌
を
さ
す
。

B

そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
ま
ず
章
段
選
択
理
由
か
ら
触
れ
て

お
く
と
、
現
存
平
仮
名
本
で
は
「
恋
部
」
の
目
録
に
は
「
太
初
日
月
」
と

あ
る
も
の
の
、
そ
の
本
文
が
な
く
、
平
仮
名
本
の
本
文
を
そ
も
そ
も
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
片
仮
名
本
の
形
態
に
従
っ
た
、
と
い
う

こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
第
三
類
本
編
者
が
目
に
し
た
平
仮
名
本
で
も
、

す
で
に
「
太
初
日
月
」
が
欠
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、
欠
脱
の
あ
る
平
仮
名

本
の
故
事
を
あ
え
て
選
択
す
る
理
由
は
な
い
だ
ろ
う
（
二
十
二
）

。

そ
の
故
事
本
文
を
見
る
と
、
両
本
に
は
次
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
。

『
蒙
求
』
古
注
（
部
分
）

襄
王
出
奔
、
為
激
家
傭
。
激
女
、
奇
其
状
貌
、
竊
衣
食
之
、
遂
与
之

私
通
。
後
襄
王
、
復
位
。
激
女
、
為
后
。

片
仮
名
本
（
部
分
・
第
三
類
本
ほ
ぼ
同
じ
）

襄
王
カ
ク
レ
給
ア
ヒ
ダ
ニ
、
タ
レ
ト
モ
シ
ラ
ヌ
サ
マ
ニ
テ
、
大
史
激

ガ
家
ニ
ヤ
ド
リ
ヰ
テ
マ
イ
リ
ケ
リ
。
ソ
ノ
家
ノ
ム
ス
メ
、
ヤ
ド
リ
人

ヲ
タ
ダ
人
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
サ
マ
ニ
ミ
ナ
シ
テ
、
ヒ
ソ
カ
ニ
キ
モ
ノ
ク
ヒ

モ
ノ
ヲ
オ
ク
リ
テ
、
ナ
サ
ケ
ヲ
ホ
ド
コ
シ
ケ
リ
。
カ
ク
シ
ツ
ツ
タ
ガ

ヒ
ニ
コ
コ
ロ
カ
ヨ
ヒ
ニ
ケ
レ
バ
、
ツ
ヒ
ニ
ア
ヒ
タ
マ
ヒ
ニ
ケ
リ
。
後

ニ
襄
王
、
ク
ラ
ヒ
ニ
カ
ヘ
リ
ツ
キ
テ
、
此
女
ヲ
キ
サ
キ
ニ
タ
テ
ラ
レ

ニ
ケ
リ
。

平
仮
名
本
（
部
分
）

初
、
家
に
あ
り
し
時
、
情
深
く
、
悟
り
賢
か
り
し
事
を
聞
て
、
忍
ぶ

召
け
る
に
、
終
に
后
に
立
に
け
る
な
り
。

片
仮
名
本
の
本
文
は
『
蒙
求
』
古
注
に
比
し
て
、
襄
王
と
斉
后
の
交
流

を
詳
細
に
描
い
て
お
り
、
「
恋
部
」
と
い
う
部
立
に
応
じ
た
訳
出
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
、
「
冬
部
・
霰
」
に
収
録
す
る
平
仮
名
本
で
は
、
当
該
箇

所
は
古
注
よ
り
も
さ
ら
に
簡
略
な
形
態
で
あ
る
。
平
仮
名
本
で
は
、
斉
后

が
后
に
な
る
ま
で
の
経
緯
で
は
な
く
、
こ
の
あ
と
に
続
く
、
標
題
の
「
破
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環
」
に
関
わ
る
話
題
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
霰
を
玉
に
見
立
て
る
の
は

「
霰
」
題
詠
歌
の
定
型
で
あ
り
、
実
際
、
平
仮
名
本
の
和
歌
に
も
「
あ
ら

し
（
あ
ら
れ
）
の
玉
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
「
霰
」
題
に
あ
わ
せ
て
、
後

半
部
に
登
場
す
る
「
環
（
＝
玉
）
」
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
類
本
は
そ
の
う
ち
片
仮
名
本
型
の
本
文
を
採
用
し
て
い
る
。
第
三

類
本
は
、
同
故
事
を
片
仮
名
本
同
様
「
恋
部
」
に
配
し
て
お
り
、
故
事
本

文
に
お
い
て
「
恋
部
」
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
片
仮
名
本
の
形
態
を
選
択
し

た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
先
掲
表
⑥
の
通
り
、
和
歌
に

お
い
て
は
、
本
来
「
霰
」
題
詠
歌
で
あ
る
は
ず
の
平
仮
名
本
の
和
歌
（
B

歌
）
を
「
恋
部
」
の
和
歌
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ
こ

の
よ
う
な
処
理
を
行
っ
た
の
か
、
改
め
て
、
第
三
類
本
の
意
図
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

三
本
の
和
歌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
二
十
三
）

。

片
仮
名
本
・
恋
部

タ
マ
カ
ヅ
ラ
ハ
フ
キ
モ
カ
ヒ
ゾ
ナ
カ
リ
ケ
ル
ハ
ラ
フ
ア
ラ
シ
ノ
心
ヅ

ヨ
サ
ニ

…

歌
A

平
仮
名
本
・
冬
部
・
霰

わ
ぎ
も
子
が
衣
の
袖
を
ふ
き
か
へ
す
か
ぜ
に
あ
ら
し
の
玉
ぞ
く
だ
く

る

…

歌
B

第
三
類
本
・
恋
部

わ
ぎ
も
こ
が
衣
の
そ
で
を
ふ
き
か
へ
す
風
に
あ
ら
れ
の
玉
ぞ
く
だ
く

る

…

歌
B

こ
の
よ
う
に
、
本
来
の
「
霰
」
題
詠
歌
か
ら
離
れ
て
、
第
三
類
本
で
「
恋

部
」
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
平
仮
名
本
の
和
歌
で
は
あ
る
が
、「
わ

ぎ
も
こ
が
」
と
あ
る
な
ど
、
恋
歌
的
要
素
も
十
分
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
、
こ
の
和
歌
と
同
じ
本
歌
を
用
い
て
作

ら
れ
た
恋
歌
も
あ
る
。

【
本
歌
】

わ
が
せ
こ
が
衣
の
す
そ
を
吹
返
し
う
ら
め
づ
ら
し
き
秋
の
は
つ
か
ぜ

ふ
き（

『
古
今
和
歌
集
』
巻
四
秋
歌
上

）（
二
十
四
）

171

【
類
歌
】

さ
ら
で
だ
に
恨
み
ん
と
思
ふ
わ
ぎ
も
こ
が
衣
の
す
そ
に
秋
風
ぞ
吹
く

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
四
恋
歌
四

・
有
家
朝
臣
）（
二
十
五
）

1305

こ
れ
に
対
し
、
「
恋
部
」
に
「
斉
后
破
環
」
を
持
つ
片
仮
名
本
の
和
歌

（

歌
）
は
、
以
下
の
和
歌
か
ら
の
本
歌
取
り
に
よ
っ
て
恋
歌
と
し
て
機

A
能
す
る
。

玉
か
づ
ら
這
ふ
木
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
絶
え
ぬ
心
の
う
れ
し
げ
も

な
し

（
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
四
恋
歌
四

）（
二
十
六
）

709

つ
ま
り
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
い
ず
れ
に
も
恋
歌
的
要
素
は
指
摘
で

き
る
わ
け
で
あ
る
。
「
恋
部
」
に
「
斉
后
破
環
」
を
置
く
第
三
類
本
が
、

あ
え
て
「
冬
部
・
霰
」
に
置
く
平
仮
名
本
の
和
歌
を
選
択
し
て
も
、
実
は

大
き
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。
第
三
類
本
の
編
者
は
、
章
段
構
成
に
お

い
て
は
平
仮
名
本
に
拠
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
平
仮
名
本
の
「
霰
」

題
詠
歌
の
ほ
う
が
よ
り
「
恋
部
」
の
和
歌
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、

そ
ち
ら
の
和
歌
を
採
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
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や
は
り
、
第
三
類
本
の
編
者
は
、
機
械
的
な
作
業
に
よ
っ
て
両
本
を
混

態
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
よ
り
整
っ
た
形
態
を
目

指
し
て
、
第
三
類
本
を
作
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
「
鐘
離
委
珠
」
（
冬
・
霰
）
の
状
況
を
見
て
お
き
た
い
。
平
仮
名

本
で
は
「
冬
部
・
霰
」
に
「
斉
后
破
環
」
が
移
さ
れ
た
影
響
に
よ
り
、「
述

懐
部
」
に
移
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

煩
雑
に
な
る
た
め
本
文
を
示
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
第
三
類
本
の
「
鐘

離
委
珠
」
の
故
事
本
文
は
、
同
じ
「
冬
部
・
霰
」
に
置
く
片
仮
名
本
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
三
つ
の
章
段
に
お
い
て
、

章
段
の
構
成
と
故
事
本
文
に
つ
い
て
は
、
片
仮
名
本
に
従
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
次
に
示
し
た
よ
う
に
片
仮
名
・
平
仮
名
両
本
と
も
に
和
歌
が

揃
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
類
本
の
「
鐘
離
委
珠
」（
冬
・
霰
）

に
は
、
な
ぜ
か
和
歌
が
付
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

片
仮
名
本
・
冬
部
・
霰

ク
モ
ヰ
ヨ
リ
ア
ラ
レ
ニ
ニ
タ
ル
玉
ノ
色
ヲ
ヒ
ト
リ
ヤ
ニ
ハ
ニ
オ
モ
ヒ

ス
ツ
ベ
キ

…

歌
A

平
仮
名
本
・
述
懐
部

玉
か
づ
ら
あ
ま
た
は
ふ
木
は
み
え
し
か
ど
た
だ
一
枝
ぞ
お
も
ひ
す
て

け
る

…

歌
B

こ
れ
ら
の
和
歌
を
見
る
と
、
第
三
類
本
が
平
仮
名
本
の
「
述
懐
部
」
の

和
歌
（

歌
）
を
採
用
す
る
こ
と
に
は
や
や
難
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

B

平
仮
名
本
の
和
歌
（

歌
）
は
、
明
ら
か
に
片
仮
名
本
の
恋
部
「
斉
后
破

B

環
」
（
恋
）
の
和
歌
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
片
仮
名
本
に
あ
っ
た

「
ハ
ラ
フ
ア
ラ
シ
（
レ
）
ノ
」
以
下
の
箇
所
が
改
め
ら
れ
て
い
て
、「
霰
」

題
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
応
、
「
玉
か
ず
ら
」
が
詠
み

込
ま
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
「
霰
」
題
詠
と
は
認
め
に
く
い
。

先
述
の
「
斉
后
破
環
」
の
よ
う
な
、
「
霰
」
題
か
ら
「
恋
部
」
へ
の
移
動

に
は
問
題
は
少
な
く
て
も
、
「
述
懐
部
」
か
ら
「
霰
」
題
へ
の
移
動
は
、

そ
の
制
約
が
大
き
く
、
簡
単
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
ま
ま
片
仮
名
本
の
「
霰
」
題
の
和
歌
を
そ
の
ま
ま

採
用
す
る
こ
と
が
、
最
も
簡
単
な
選
択
だ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
な
ぜ

か
現
存
の
第
三
類
本
で
は
、
そ
の
選
択
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

和
歌
自
体
が
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
欠
脱
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
意
図
的
な
作
為
と
見
な
す
べ
き
理
由
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
当
た

ら
な
い
。
平
仮
名
本
に
拠
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
類
本
は
、
他
に
四
箇
所
に
和
歌
を
欠
く
が
（
特
徴
第

項
）
、
そ

7

の
な
か
に
は
「
劉
寛
蒲
鞭
」
（
雑
）
な
ど
、
収
録
順
序
が
両
本
で
大
き
く

異
な
り
、
か
つ
平
仮
名
本
が
和
歌
を
欠
く
章
段
も
含
ま
れ
て
い
る
（
表
③

参
照
）
。
形
態
が
大
き
く
異
な
る
点
の
多
数
あ
る
片
仮
名
・
平
仮
名
両
本

を
混
態
さ
せ
る
の
は
、
や
は
り
容
易
な
作
業
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

先
に
見
た
「
仲
蓮
踏
海
」
（
閑
居
）
の
脱
落
な
ど
も
含
め
、
第
三
類
本
の

作
成
過
程
は
、
形
式
を
整
え
よ
う
と
す
る
、
あ
る
程
度
の
意
図
を
有
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
ほ
ど
丁
寧
な
作
業
を
経
た
も
の
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
。

三
、
第
三
類
本
の
和
歌

結
局
、
第
三
類
本
の
「
鐘
離
委
珠
」
（
冬
・
霰
）
が
和
歌
を
欠
く
理
由

は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
く
和
歌
を
欠
く
も
の
の
う
ち
、
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「
郝
廉
留
銭
」（
羇
旅
）
・
「
長
房
縮
地
」（
羇
旅
）
の
二
章
段
に
つ
い
て
は
、

そ
の
理
由
を
明
確
に
説
明
で
き
る
。
そ
の
こ
と
も
含
め
、
本
章
で
は
、
第

三
類
本
の
和
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
第
三
類
本
の
和
歌
は
、
特
徴
第

項
・
第

項
に
あ
る
よ
う
に
、

8

9

片
仮
名
・
平
仮
名
両
本
の
和
歌
を
併
記
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
か

の
一
首
の
み
を
掲
出
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
採
択
方
針
は
一
定
し
て
お

ら
ず
、
な
ん
ら
か
の
基
準
や
方
針
は
見
い
だ
し
得
な
い
。

ま
た
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
間
の
異
同
が
僅
か
な
字
句
程
度
の
場
合

に
は
両
歌
を
併
載
せ
ず
、
異
本
注
記
の
形
式
に
と
ど
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
の
際
、
基
本
的
に
片
仮
名
本
を
基
準
と
し
、
平
仮
名
本
を
異
本
と
す
る

場
合
が
多
く
、
底
本
と
し
て
片
仮
名
本
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
一
応
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
逆
に
、
春
部
お
よ
び
祝
部
な
ど
、
底
本
と
し

て
平
仮
名
本
が
優
先
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
池
田
氏
が

「
編
者
の
気
ま
ぐ
れ
に
し
て
は
い
さ
さ
か
度
が
過
ぎ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

明
ら
か
な
証
徴
な
の
で
、
ほ
か
に
考
え
よ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
混

合
本
の
生
成
過
程
に
就
い
て
は
一
層
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
編
を
一
貫
す
る
方
針
は
想
定
し
に
く
い
。

そ
う
し
た
不
統
一
は
、
同
一
条
件
下
で
も
変
わ
ら
な
い
。
例
え
ば
「
秋

部
」
で
「
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
両
本
に
和
歌
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
和

歌
が
異
な
る
」
と
い
う
条
件
に
限
定
し
て
も
、
次
表
⑦
の
通
り
、
そ
の
掲

出
方
法
は
一
定
し
な
い
。

【
表
⑦
秋
部
和
歌
採
録
状
況
（
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
が
別
歌
の
場
合
）
】

立
秋

張
翰
適
意

片
仮
名
本
の
み

36

女
郎
花

袁
盎
却
座

片
仮
名
本
の
み

39

薄

楊
修
捷
対

両
本
併
記

41

雁

蘇
武
持
節

両
本
併
記

44

槿

顔
駟
蹇
剥

両
本
併
記

49

駒
迎

鄭
荘
置
駅

両
本
併
記

50

月

真
長
望
月

片
仮
名
本
の
み

51

虫

軻
親
断
機

平
仮
名
本
の
み

53

菊

桓
景
登
高

片
仮
名
本
の
み

54

※
章
段
番
号
は
片
仮
名
本
の
も
の

た
だ
し
、
先
に
触
れ
た
「
斉
后
破
環
」
の
例
な
ど
を
見
る
限
り
、
第
三

類
本
の
和
歌
選
択
・
掲
出
の
基
準
が
ま
っ
た
く
無
作
為
で
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
ず
、
個
別
の
事
例
に
よ
っ
て
は
そ
の
選
択
理
由
の
考
察
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
故
事
単
位
で
逐
一
検
討
を
行
う
べ
き
だ
が
、
こ

こ
で
は
外
形
上
の
特
徴
か
ら
第
三
類
本
の
和
歌
を
め
ぐ
る
問
題
に
触
れ
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

三
‐
一
、
第
三
類
本
の
独
自
和
歌

第
三
類
本
の
和
歌
に
つ
い
て
最
も
興
味
深
い
の
は
、
現
存
の
片
仮
名
本

に
も
平
仮
名
本
に
も
見
ら
れ
な
い
和
歌
が
複
数
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

数
は
、池
田
氏
が
数
え
上
げ
ら
れ
た
数
で
は
一
七
章
段
計
一
八
首
に
及
ぶ
。

そ
の
う
ち
「
漢
祖
龍
顔
」
（
春
・
立
春
）・
「
孟
光
荊
釵
」
（
恋
）
の
二
章

段
二
首
は
、
片
仮
名
本
の
第
二
種
本
系
統
諸
本
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
第

三
類
本
が
第
二
種
本
系
統
の
ご
と
き
片
仮
名
本
（
現
存
第
二
種
本
は
七
巻

残
欠
本
の
み
）
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

厳
密
に
は
第
三
類
本
独
自
の
和
歌
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、「
馮
媛
当
熊
」

（
恋
）
は
先
に
触
れ
た
通
り
、
故
事
全
体
が
第
三
類
本
特
有
の
も
の
で
あ
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り
、
や
や
状
況
が
異
な
る
。
残
る
一
四
章
段
一
五
首
の
第
三
類
本
独
自
和

歌
の
収
録
状
況
を
次
表
⑧
に
示
し
た
。

【
表
⑧
第
三
類
本
独
自
歌
一
覧
】

部
立
・
歌
題
・
標
題

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本

春
・
桃

・
李
広
成
蹊

歌

和
歌
欠

歌
・

歌

A

C

A

春
・
暮
春
・
薊
訓
歴
家

歌

和
歌
欠

歌
・

歌

A

C

A

冬
・
氷

・
王
覇
氷
合

和
歌
欠

章
段
無

歌

首

C

2

冬
・
歳
暮
・
虞
延
刻
期

歌

章
段
無

歌

A

C

祝
・
于
公
高
門

歌

章
段
無

歌

A

C

祝
・
曹
参
趣
装

歌

章
段
無

歌

A

C

祝
・
黄
覇
政
殊

歌

章
段
無

歌

A

C

旅
・
郭
文
遊
山

歌

章
段
無

歌
・

歌

A

A

C

懐
旧
・
季
札
挂
剱

和
歌
欠

歌

歌

B

C

哀
傷
・
仲
文
照
鏡

和
歌
欠

歌

歌

B

C

哀
傷
・
張
華
台
坼

歌

和
歌
欠

歌
・

歌

A

A

C

酒
・
陶
侃
酒
限

歌

歌

歌
・

歌

A

A

C

A

雑
・
韋
賢
満
籯

歌

和
歌
欠

歌
・

歌

A

A

C

雑
・
子
房
取
履

歌

和
歌
欠

歌
・

歌

A

A

C

※

歌
は
第
三
類
本
の
独
自
歌
を
さ
す
。

C
※
故
事
を
入
れ
替
え
て
い
る
例
な
ど
は
除
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
類
本
が
独
自
の
和
歌
を
持
つ
章
段
は
、
現
存
の
片

仮
名
本
・
平
仮
名
本
い
ず
れ
か
に
欠
脱
の
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
両
本
に
和
歌
が
揃
う
場
合
に
は
、
そ
れ
が
同
一
歌
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
第
三
類
本
は
基
本
的
に
は
独
自
の
和
歌
を
持
た
な
い
（
「
陶
侃
酒
限
」

（
酒
）
の
み
が
例
外
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
）。

そ
も
そ
も
第
三
類
本
に
は
、
次
表
⑨
の
通
り
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本

の
欠
脱
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
結
果
、
和
歌
を
一
首
し
か
掲
載
で
き
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
章
段
も
多
い
。

【
表
⑨
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
章
段
・
和
歌
欠
脱
箇
所
一
覧
】

部
立
・
歌
題
・
標
題

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本

夏
・
早
苗
・
常
林
帯
経

歌

和
歌
欠

歌

A

A

夏
・
蛍

・
車
胤
聚
蛍

歌

和
歌
欠

歌

A

A

秋
・
苅
萱
・
息
躬
歴
詆

和
歌
欠

歌

歌

B

B

秋
・
暮
秋
・
秦
彭
攀
轅

歌

章
段
無

歌

A

A

冬
・
水
鳥
・
羅
含
呑
鳥

歌

章
段
無

歌

A

A

冬
・
網
代
・
羊
続
懸
魚

歌

章
段
無

歌

A

A

冬
・
炭
竈
・
陰
方
祀
竃

歌

章
段
無

歌

A

A

恋
・
衛
后
髪
鬒

歌

章
段
無

歌

A

A

羇
旅
・
郝
廉
留
銭

歌

章
段
無

和
歌
欠

A

閑
居
・
於
陵
辞
聘

歌

章
段
無

歌

A

A

閑
居
・
仲
蓮
踏
海

歌

章
段
無

章
段
無

A

閑
居
・
揚
雄
草
玄

歌

章
段
無

歌

A

A

懐
旧
・
魏
儲
南
館

歌

章
段
無

歌

A

A

懐
旧
・
何
武
去
思

歌

章
段
無

歌

A

A

哀
傷
・
墨
子
悲
絲

歌

和
歌
欠

歌

A

A

管
弦
・
蔡
琰
弁
琴

和
歌
欠

歌

歌

B

B

管
弦
・
伯
牙
絶
弦

歌

章
段
無

歌

A

A

雑
・
秦
密
論
天

歌

和
歌
欠

歌

A

A

雑
・
任
座
直
言

歌

章
段
無

歌

A

A
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雑
・
彦
倫
鶴
怨

歌

和
歌
欠

歌

A

A

雑
・
鄒
衍
降
霜

歌

章
段
無

歌

…

A

A

雑
・
西
門
投
巫

雑
・
劉
寛
蒲
鞭

歌

和
歌
欠

歌

A

A

※
平
仮
名
本
「
劉
寛
蒲
鞭
」
に
は
、
「
郭
伋
竹
馬
」
の
和
歌
が
付

さ
れ
、「
劉
寛
蒲
鞭
」
本
来
の
和
歌
は
な
い
。

※
両
本
で
故
事
を
入
れ
替
え
て
い
る
例
や
跋
文
後
の
「
朱
雲
折
檻
」

は
除
い
た
。

こ
の
う
ち
「
息
躬
歴
詆
」
（
秋
・
苅
萱
）
な
ど
は
、
比
較
的
欠
脱
の
少

な
い
片
仮
名
本
第
二
種
本
系
統
の
伝
本
に
お
い
て
も
欠
脱
し
て
お
り
、
か

な
り
早
い
段
階
で
和
歌
が
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
息

躬
歴
詆
」
に
お
い
て
、
第
三
類
本
が
平
仮
名
本
の
和
歌
の
み
を
掲
出
し
て

い
る
の
は
、
片
仮
名
本
の
欠
脱
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
の
多
く
の
例
も
同
様
な
の
で
は
な
い
か
。

仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
第
三
類
本
は
独
自
の
増
補
な
ど
に
よ
っ

て
底
本
の
欠
脱
を
補
お
う
と
い
う
意
思
は
特
に
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
第
三
類
本
独
自
の
和
歌
（

歌
）
は
、
後
人

C

に
よ
る
増
補
な
ど
で
は
な
く
、
現
存
本
に
欠
脱
が
生
じ
る
前
の
伝
本
に
由

来
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
第
三
類
本
に
よ
る
片

仮
名
本
・
平
仮
名
本
の
欠
脱
和
歌
復
元
の
可
能
性
こ
そ
、
第
三
類
本
の
最

も
重
要
な
価
値
で
あ
る
。
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
そ
れ
ぞ
れ
と
の
関
係
に

即
し
て
、
そ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三
‐
二
、
原
本
復
元
の
可
能
性

ま
ず
、
片
仮
名
本
と
の
関
係
を
見
て
お
く
。
先
述
の
通
り
、
「
漢
祖
龍

顔
」
（
春
・
立
春
）
や
「
孟
光
荊
釵
」
（
恋
）
の
よ
う
に
、
片
仮
名
本
第
一

種
本
で
は
欠
脱
し
て
い
る
が
片
仮
名
本
第
二
種
本
に
は
残
る
和
歌
を
第
三

類
本
が
持
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
片
仮
名
本
第
二
種
本
が
欠
巻
と
な
っ

て
い
る
巻
八
以
降
に
つ
い
て
も
、
も
し
同
種
の
本
に
拠
っ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
第
三
類
本
の
和
歌
が
、
失
わ
れ
た
片
仮
名
本
の
和
歌
の
形
態
を
と
ど

め
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
前
掲
表
⑧
の
う
ち
、
現

存
片
仮
名
本
が
和
歌
を
欠
く
「
季
札
挂
剣
」
（
懐
旧
）
・
「
仲
文
照
鏡
」
（
哀

傷
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

「
仲
文
照
鏡
」
（
哀
傷
）
の
本
文
を
見
る
と
、
第
三
類
本
の
故
事
本
文

は
、
現
存
本
で
は
和
歌
を
欠
く
片
仮
名
本
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
一
方
、
平
仮
名
本
は
、
か
な
り
簡
略
な
形
態
で
第
三
類
本
と
の

差
が
大
き
い
。
「
哀
傷
部
」
の
場
合
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
通
り
、
そ
の
章

段
順
序
も
片
仮
名
本
に
従
っ
て
い
た
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
（
前
掲
表
①
）
。

片
仮
名
本

仲
文
照
鏡
仲
文
ハ
殷
ノ
人
也
、
モ
ト
ヨ
リ
名
望
タ
カ
カ
リ
キ
、
朝
ニ

ツ
カ
ヘ
テ
ハ
マ
ツ
リ
事
ヲ
ト
ル
ベ
キ
ミ
ゾ
ト
思
ヒ
ケ
ル
、
ソ
ノ
事
ム

ナ
シ
ク
テ
、
東
陽
ノ
大
守
ニ
ナ
サ
レ
ケ
ル
ヲ
ウ
キ
事
ニ
思
ヒ
ケ
リ
、

コ
ノ
ユ
ヱ
ニ
桓
胤
ト
ト
モ
ニ
謀
反
ヲ
オ
コ
シ
ケ
リ
、
ソ
ノ
時
カ
ガ
ミ

ヲ
ミ
ル
ニ
、
カ
シ
ラ
ミ
エ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
オ
ド
ロ
キ
オ
ソ
レ
ケ
ル
ホ

ド
ニ
、
後
ニ
コ
ロ
サ
レ
ニ
ケ
リ

平
仮
名
本

仲
文
、
鏡
に
迎
へ
る
に
、
頭
俄
に
み
え
ざ
り
け
れ
ば
、
奇
悲
び
け
り
、

日
数
を
へ
て
後
に
を
は
り
に
け
り
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を
し
と
み
し
か
し
ら
を
ゆ
き
は
ま
す
鏡
き
ゆ
る
ば
か
り
の
か
げ
ぞ

か
な
し
き

…

歌
B

第
三
類
本

仲
文
は
殷
の
人
也
。
も
と
よ
り
名
望
た
か
ゝ
り
き
。
朝
に
仕
へ
て
政

を
と
る
べ
き
身
ぞ
と
思
け
る
に
、
其
事
む
な
し
く
し
て
、
東
陽
の
大

守
に
な
さ
れ
け
る
を
う
き
事
に
思
ひ
け
り
。
是
故
に
桓
胤
と
も
に
謀

叛
を
お
こ
し
て
け
り
。
其
時
鏡
を
見
る
に
、
頭
み
え
ざ
り
け
り
。
驚

き
恐
れ
け
る
程
に
後
に
こ
ろ
さ
れ
に
け
り

か
は
り
け
る
す
が
た
に
し
り
ぬ
ま
す
か
ゞ
み
こ
の
よ
に
か
げ
を
と

ゞ
む
ま
じ
と
は

…

歌
C

「
季
札
挂
剣
」
（
懐
旧
）
も
同
様
の
状
況
を
示
し
て
お
り
、
独
自
歌
を

持
つ
場
合
で
も
第
三
類
本
の
本
文
は
、
現
存
本
で
は
和
歌
を
欠
く
片
仮
名

本
に
非
常
に
近
い
本
文
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
も
そ
も
混
態
本
を
作
成
す
る
際
に
、
わ
ざ
わ
ざ
和
歌
を
欠
脱
し
て
い

る
本
文
を
選
択
す
る
意
味
は
な
い
だ
ろ
う
。
片
仮
名
本
に
も
、
和
歌
が
備

わ
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
本
文
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

で
は
、
平
仮
名
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
前
掲
表
⑧

の
う
ち
、
「
于
公
高
門
」
・
「
曹
参
趣
装
」
・
「
黄
覇
政
珠
」
の
「
祝
部
」
の

三
例
が
、
い
ず
れ
も
平
仮
名
本
で
本
文
ご
と
章
段
が
欠
落
し
て
い
る
箇
所

で
あ
り
参
考
に
な
る
。
実
は
、
こ
の
「
祝
部
」
は
、
池
田
氏
が
「
春
部
と

祝
部
は
第
一
類
本
を
底
本
と
し
、
他
は
第
二
類
本
を
底
本
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
平
仮
名
本
（
＝
第
一
類
本
）
が
基
準
と
な
っ
て

い
る
巻
な
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
次
表
⑩
の
通
り
、
片
仮
名
本
の
和
歌
（

歌
）
と
平
仮

A

名
本
の
和
歌
（

歌
）
と
が
全
く
異
な
る
場
合
で
も
、
片
仮
名
本
の
和
歌

B

（

歌
）
を
掲
載
し
て
い
な
い
こ
と
、
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
の
和
歌
に

A
小
異
し
か
な
い
場
合
も
、
常
に
平
仮
名
本
（

歌
）
に
従
い
、
片
仮
名
本

A'

（

歌
）
を
採
用
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
。
「
祝

A
部
」
は
、
明
ら
か
な
平
仮
名
本
偏
重
の
巻
と
い
え
る
。

【
表
⑩
三
本
故
事
・
和
歌
対
照
表
（
祝
部
）】

片
仮
名
本

平
仮
名
本

第
三
類
本

王
戎
簡
要

王
戎
簡
要

王
戎
簡
要

91

83

91

裴
楷
清
通
・

歌

裴
楷
清
通
・

歌

裴
楷
清
通
・

歌

A

B

B

落
下
歴
数
・

歌

落
下
歴
数
・

歌

落
下
歴
数
・

歌

92

A

84

A'

92

A'

于
公
高
門
・

歌

（
于
公
高
門
）

于
公
高
門
・

歌

93

A

93

C

曹
参
趣
装
・

歌

（
曹
参
趣
装
）

曹
参
趣
装
・

歌

94

A

94

C

陸
凱
貴
盛
・

歌

陸
凱
貴
盛
・

歌

陸
凱
貴
盛
・

歌

95

A

85

B

95

B

春
申
珠
履
・

歌

春
申
珠
履
・

歌

春
申
珠
履
・

歌

96

A

86

B

97

B

王
濬
懸
刀
・

歌

王
濬
懸
刀
・

歌

王
濬
懸
刀
・

歌

97

A

87

B

98

B

相
如
題
柱
・

歌

相
如
題
柱
・

歌

相
如
題
柱
・

歌

98

A

88

A'

99

A'

張
氏
銅
鈎
・

歌

張
氏
銅
鈎
・

歌

張
氏
銅
鈎
・

歌

99

A

89

A'

100

A'

黄
覇
政
殊
・

歌

（
黄
覇
政
殊
）

黄
覇
政
殊
・

歌

100

A

101

C

※
（

）
は
目
録
の
み
で
本
文
を
欠
く
も
の
。

こ
う
し
た
平
仮
名
本
重
視
の
姿
勢
か
ら
見
て
、
「
于
公
高
門
」
「
曹
参
趣

装
」
「
黄
覇
政
珠
」
三
章
段
の
第
三
類
本
独
自
歌
（

歌
）
が
欠
脱
以
前

C

の
平
仮
名
本
の
和
歌
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
か
な
り
高
い
。

「
李
広
成
蹊
」
（
春
・
桃
）
・
「
薊
訓
歴
家
」
（
春
・
暮
春
）
も
同
様
で
、

こ
れ
ら
を
含
む
「
春
部
」
も
ま
た
、
平
仮
名
本
が
主
要
底
本
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
の
「
春
部
」
で
は
、
次
表
⑪
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の
通
り
、
二
首
が
併
記
さ
れ
る
場
合
、
必
ず
平
仮
名
本
の
和
歌
（

歌
）

B

が
片
仮
名
本
の
和
歌
（

歌
）
よ
り
も
前
に
掲
出
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が

A

あ
る
。

【
表
⑪
春
部
和
歌
採
録
状
況
（
第
三
類
本
が
二
首
和
歌
を
持
つ
場
合
）】

立
春

漢
祖
龍
顔

歌
・

歌

1

B

A

子
日

丁
固
生
松

歌
・

歌

2

B

A

霞

孔
光
温
樹

歌
・

歌

3

B

A

鶯

干
木
富
義

歌
・

歌

4

B

A

柳

張
敞
画
眉

歌
・

歌

6

B

A

春
雨

戴
封
積
薪

歌
・

歌

9

B

A

桃

李
広
成
蹊

歌
・

歌

14

C

A

雉

麋
竺
収
資

歌
・

歌

15

B

A

躑
躅

済
叔
不
痴

歌
・

歌

17

B

A

款
冬

劉
寵
一
銭

歌
・

歌

19

B

A

暮
春

薊
訓
歴
家

歌
・

歌

20

C

A

「
李
広
成
蹊
」（
春
・
桃
）・
「
薊
訓
歴
家
」
（
春
・
暮
春
）
の
二
例
も
、

い
ず
れ
も
第
三
類
本
の
独
自
歌
（

歌
）
が
片
仮
名
本
の
和
歌
（

歌
）

C

A

よ
り
前
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
他
の
箇
所
と
同
じ
例
に
あ
て
は
ま

る
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
首
の
第
三
類
本
独
自
歌
（

歌
）
も
第
三
類
本
が

C

底
本
と
し
た
平
仮
名
本
に
由
来
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
二
十
七
）

。

個
別
の
事
例
の
さ
ら
な
る
調
査
は
必
要
だ
が
、外
形
的
特
徴
か
ら
見
て
、

第
三
類
本
独
自
和
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
、
第
三
類
本
が
底
本
と
し
た
片
仮
名

本
・
平
仮
名
本
に
由
来
す
る
可
能
性
は
決
し
て
低
く
は
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
の
第
三
類
本
の
和
歌
を
も
っ
て
、
片
仮
名
・
平
仮
名
両
本
の
欠
脱
を
補

う
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

三
‐
三
、
羇
旅
部
の
和
歌
の
脱
落

こ
こ
ま
で
第
三
類
本
の
和
歌
の
有
用
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ

の
一
方
で
、
特
徴
第

項
の
通
り
、
第
三
類
本
に
も
計
五
箇
所
に
和
歌
の

7

脱
落
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
先
に
も
触
れ
た
が
、

こ
こ
で
「
郝
廉
留
銭
」
（
羇
旅
）
・
「
長
房
縮
地
」
（
羇
旅
）
の
二
章
段
が
連

続
し
て
和
歌
を
欠
く
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

実
は
、
こ
れ
ら
二
章
段
は
、
揃
っ
て
和
歌
を
欠
く
の
み
な
ら
ず
故
事
本

文
に
お
い
て
も
顕
著
な
特
徴
を
有
し
、
そ
の
脱
落
理
由
の
推
測
が
可
能
な

箇
所
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
も
特
徴
的
な
「
長
房
縮
地
」
の
例
を
示
し

て
お
く
。
以
下
は
第
三
類
本
の
本
文
で
あ
る
。

神
仙
伝
云
、
費
長
房
、
海
南
人
、
既
随
壷
公
、
壷
の
中
に
い
る
。
公

云
、
長
房
に
仙
道
を
も
て
教
べ
か
ら
ず
と
書
て
、
竹
一
竿
を
こ
れ
に

あ
た
ふ
。
長
房
、
こ
の
竹
に
乗
て
、
地
を
縮
む
る
事
を
み
て
、
家
に

か
へ
る
。
後
に
こ
の
竹
を
投
於
葛
陂
。
化
し
て
龍
と
な
り
て
さ
る
。

か
ね
て
一
の
符
を
遺
す
。
こ
れ
に
よ
て
投
地
上
光
神
、
つ
ゐ
に
能
駆

使
百
鬼
、
及
地
詠
を
縮
る
な
り
。

こ
れ
は
、
次
に
示
し
た
『
蒙
求
』
古
注
の
内
容
を
忠
実
に
翻
訳
し
た
も
の

で
あ
る
（
二
十
八
）

。

神
仙
伝
、
費
長
房
、
汝
南
人
。
既
随
壺
公
、
入
壺
中
。
後
公
曰
、
長

房
不
可
教
以
仙
道
。
遺
一
竹
竿
与
之
。
長
房
乗
竹
、
縮
地
得
帰
到
家
。
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後
投
竹
於
葛
陂
中
、
即
化
為
龍
而
去
。
兼
遺
一
経
。
因
此
投
地
上
鬼

神
、
遂
能
駆
使
百
鬼
、
及
縮
地
脈
。

と
こ
ろ
が
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
を
見
る
と
、
そ
の
故
事
本
文
は
『
後

漢
書
』
方
術
伝
「
費
長
房
」
に
直
接
拠
っ
た
と
見
ら
れ
る
、
か
な
り
の
長

文
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
容
的
に
第
三
類
本
と
重
な
る
部
分
だ
け

を
見
て
も
、
以
下
の
通
り
、
一
致
す
る
字
句
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
引
用
は

片
仮
名
本
。
平
仮
名
本
ほ
ぼ
同
じ
）
。
つ
ま
り
、
第
三
類
本
の
「
長
房
縮

地
」
は
、
片
仮
名
本
や
平
仮
名
本
を
無
視
し
て
、
独
自
に
故
事
本
文
を
作

成
し
た
か
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

費
長
房
、
壷
公
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ
、
ツ
ボ
ニ
イ
リ
テ
後
、
長
房
ガ
仙
道

ナ
ラ
ヒ
テ
、
キ
ハ
ム
マ
ジ
キ
コ
ト
ヲ
ミ
テ
、
ヒ
ト
ツ
ノ
竹
竿
ヲ
ア
タ

ヘ
テ
古
郷
ヘ
カ
ヘ
ス
ニ
、
長
房
、
竹
竿
ニ
ノ
リ
テ
、
思
ヘ
バ
ハ
ル
カ

ナ
ル
ミ
チ
ナ
レ
ド
モ
、
地
ヲ
ツ
ヅ
メ
テ
、
ホ
ド
ナ
ク
カ
ヘ
リ
ニ
ケ
リ
、

ソ
ノ
竹
竿
ヲ
葛
坡
内
ニ
ナ
ゲ
ケ
レ
バ
、
化
シ
テ
竜
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
、

後
漢
書
云
、

―
（
中
略
：
『
後
漢
書
』
方
術
伝
「
費
長
房
」
の
内

容
）

―
壷
公
ヒ
ト
ツ
ノ
竹
杖
ヲ
ア
タ
ヘ
テ
、
コ
レ
ニ
ノ
リ
テ
、
ユ

ク
ト
コ
ロ
ニ
マ
カ
セ
バ
、カ
ナ
ラ
ズ
古
郷
ニ
イ
タ
リ
ナ
ム
ト
ヲ
シ
フ
、

又
ヒ
ト
ツ
ノ
符
ヲ
カ
キ
テ
、地
上
ノ
鬼
神
ニ
ツ
カ
サ
ド
ル
ト
云
ヘ
リ
。

さ
ら
に
、「
長
房
縮
地
」
の
直
前
に
置
か
れ
、
同
じ
く
和
歌
を
欠
く
「
郝

廉
留
銭
」
（
羇
旅
）
の
後
半
部
も
「
長
房
縮
地
」
と
同
じ
傾
向
を
示
す
。

片
仮
名
本
（
平
仮
名
本
な
し
）

郝
廉
ハ
ル
カ
ナ
ル
ミ
チ
ヲ
ユ
ク
ニ
、
カ
ハ
ヲ
ワ
タ
ル
ト
テ
、
馬
ニ
水

カ
ヒ
テ
ケ
リ
。
ゼ
ニ
ヲ
水
ノ
ソ
コ
ニ
ナ
ゲ
テ
ス
ギ
ヌ
。
サ
テ
、
ア
ネ

ガ
イ
ヘ
ニ
イ
タ
リ
ニ
ケ
リ
。
ア
ネ
、
イ
ヒ
サ
ケ
ヲ
ス
ス
メ
ケ
リ
、
ゼ

ニ
ヲ
ム
シ
ロ
ノ
シ
タ
ニ
ト
ド
メ
テ
カ
ヘ
リ
ニ
ケ
リ
、
ツ
ユ
バ
カ
リ
ノ

コ
ト
ニ
モ
、
カ
ク
ナ
ム
ム
ク
イ
ヲ
思
ヒ
ケ
ル
也
。

第
三
類
本

郝
子
廉
は
る
か
な
る
道
を
ゆ
く
に
、
河
を
わ
た
る
と
て
馬
に
水
を
か

ひ
て
け
り
。
銭
を
水
の
底
に
な
げ
て
す
ぎ
ぬ
。
さ
て
、
姉
が
家
に
い

た
り
ぬ
。
姉
、
飲
を
ま
う
く
。
遂
に
暗
に
金
を
席
下
に
と
ゞ
め
て
さ

り
ぬ
。

『
蒙
求
』
古
注

後
漢
郝
子
廉
、
太
原
人
、
当
遠
行
、
於
路
飮
馬
、
輙
投
銭
井
。
過
姉

家
姉
設
飲
。
遂
闇
、
留
金
席
下
而
去
。

右
の
通
り
、
片
仮
名
本
と
第
三
類
本
で
は
、
前
半
部
分
が
ほ
ぼ
一
致
す

る
の
に
対
し
、
傍
線
部
以
降
の
字
句
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の

う
ち
第
三
類
本
後
半
部
の
字
句
の
ほ
う
が
、
『
蒙
求
』
古
注
と
よ
く
一
致

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三
類
本
の
故
事
本
文
が
こ
う
し
た
様
相
を
示
す

の
は
、
こ
の
「
郝
廉
留
銭
」
「
長
房
縮
地
」
以
外
に
は
な
い
。

実
は
、
こ
う
し
た
特
徴
的
な
本
文
を
持
つ
二
つ
の
章
段
は
、
巻
七
・
羇

旅
部
の
末
尾
に
位
置
し
、『
蒙
求
和
歌
』
全
十
四
巻
を
上
下
二
分
冊
し
た
、

ち
ょ
う
ど
上
巻
末
尾
に
あ
た
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
第
三
類
本
が
い
っ
た
ん
成
立
し
た
後
、
何
ら
か
の
事
情
で
上

冊
の
末
尾
に
あ
た
る
「
郝
廉
留
銭
」（
羇
旅
）
の
後
半
部
以
降
が
欠
損
し
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
欠
損
が
『
蒙
求
』
古
注
か
ら
の
再
訳
出
に
よ
っ
て
補
わ

れ
た
と
す
れ
ば
、
現
存
す
る
第
三
類
本
の
形
態
は
合
理
的
に
説
明
で
き
る

の
で
あ
る
（
二
十
九
）

。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
和
歌
を
補
う
こ
と
ま
で
は
し
な
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か
っ
た
、
と
考
え
れ
ば
、
連
続
す
る
二
つ
の
章
段
か
ら
和
歌
が
欠
落
し
て

い
る
こ
と
に
も
説
明
が
つ
く
。

現
存
第
三
類
本
は
特
定
の
親
本
か
ら
の
転
写
本
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
「
秋
部
・
鹿
」
の
例
で
も
そ
の
可
能
性
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
そ
の

親
本
以
前
に
一
部
修
正
が
な
さ
れ
た
点
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三
‐
四
、
「
陶
侃
酒
限
」
（
酒
）
の
問
題

ま
た
、
さ
ら
な
る
注
意
を
要
す
る
の
は
、
「
陶
侃
酒
限
」
（
酒
）
に
、
片

仮
名
本
に
も
平
仮
名
本
に
も
和
歌
が
揃
っ
て
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
と

は
異
な
る
和
歌
を
掲
出
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ

の
「
陶
侃
酒
限
」
の
形
態
を
詳
し
く
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

陶
侃
は
孝
子
也
。
母
湛
氏
、
賢
明
に
し
て
法
訓
に
あ
き
ら
か
也
け
り
。

陶
侃
夢
の
中
に
、
八
の
翅
お
い
て
天
門
に
入
と
み
て
け
り
。
後
に
八

州
の
都
督
た
り
。
陶
侃
、
武
昌
に
あ
る
時
、
も
ろ
〳
〵
の
か
し
こ
き

人
来
り
集
て
酒
を
す
ゝ
む
る
に
、
陶
侃
三
盃
を
の
み
け
り
。
客
を
の

〳
〵
し
ひ
け
り
。
良
久
く
あ
り
て
云
、
我
わ
か
く
い
と
け
な
か
り
し

昔
、
父
の
侍
し
時
、
酒
の
失
あ
り
き
。
父
に
ち
か
ひ
し
か
ぎ
り
を
す

ぎ
て
飲
べ
か
ら
ず
と
答
て
、
か
た
く
い
な
び
て
や
み
ぬ
。
母
う
せ
て

の
こ
ろ
、
は
か
に
ゐ
て
独
な
げ
き
け
る
に
、
二
人
の
客
き
た
り
と
ぶ

ら
ふ
あ
り
。
か
へ
る
を
み
れ
ば
、
白
鶴
と
な
り
て
飛
去
に
け
り
。
陶

侃
、
武
昌
の
道
の
辺
に
う
へ
た
る
柳
を
、
人
ぬ
す
み
て
家
に
う
へ
て

け
り
。
陶
侃
の
ち
に
見
て
、
ぬ
す
ま
れ
た
る
柳
と
云
に
、
ぬ
し
神
な

り
と
お
ど
ろ
き
け
り
。

い
し
に
さ
は
り
は
な
に
せ
か
る
ゝ
さ
か
づ
き
も
み
た
び
に
す
ぎ
て

ま
た
じ
と
ぞ
思
ふ

…

歌
C

ち
か
ひ
を
き
し
心
の
す
ゑ
を
か
へ
じ
と
ぞ
な
き
跡
ま
で
も
思
ひ
さ

だ
め
し

…

歌
A

第
三
類
本
が
掲
出
す
る
二
首
の
和
歌
の
う
ち
、

歌
は
片
仮
名
本
に
一

A

致
し
、
か
つ
平
仮
名
本
に
も
小
異
（
「
か
へ
じ
と
て
」
）
の
み
で
収
録
さ
れ

、
、

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
現
存
本
共
通
歌

歌
の
前
に
、
別
の

歌
が

A

C

掲
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
形
態
は
不
審
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
次
表
⑫
の
通

り
、
こ
の
「
酒
部
」
で
は
、
二
首
の
和
歌
が
併
記
さ
れ
る
場
合
、
必
ず
片

仮
名
本
、
平
仮
名
本
の
順
に
和
歌
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
通

常
な
ら

歌
の
位
置
に
あ
る
和
歌
が
片
仮
名
本
由
来
の
も
の
と
な
る
は
ず

C

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
片
仮
名
本
に
は
第
一
種
～
第
三
種
本
を
通
じ
て
、

歌
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

A【
表
⑫
酒
部
和
歌
採
録
状
況
（
第
三
類
本
が
二
首
和
歌
を
持
つ
場
合
）】

杜
康
造
酒

歌
・

歌

181

A

B

欒
巴
噀
酒

歌
・

歌

182

A

B

楚
元
置
醴

歌
・

歌

185

A

B

山
簡
倒
載

歌
・

歌

186

A

B

盧
植
音
鐘

歌
・

歌

190

A

B

玄
石
沈
湎

歌
・

歌

191

A

B

劉
伶
解
酲

歌
・

歌

192

A

B

陶
侃
酒
限

歌
・

歌
（
＝

歌
）

194

C

A

B

文
伯
羞
鼈

歌
・

歌

195

A

B
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第
三
類
本
が
独
自
に

歌
を
増
補
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
片
仮
名
本

C

・
平
仮
名
本
の
ど
ち
ら
か
の
和
歌
が
本
来
は

歌
だ
っ
た
の
か
。
故
事
お

C

よ
び

歌
の
内
容
を
見
て
お
き
た
い
。

C
ま
ず
、
故
事
の
内
容
は
、
陶
侃
が
亡
き
親
と
約
束
し
た
酒
量
制
限
を
固

く
守
っ
て
い
た
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
そ
し
て
、
母
の
服
喪
中
に
不
思
議

な
弔
問
客
が
あ
っ
た
こ
と
、
陶
侃
が
盗
ま
れ
た
柳
を
見
抜
い
た
こ
と
、
の

二
つ
の
話
題
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
柳
の
話
題
を
除
き
、
現
存
『
蒙

求
』
古
注
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
柳
の
話
題
は
『
晋
書
』
陶
侃
伝
か
ら
増
補
さ

れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
三
十
）

。
ま
た
、
片
仮
名
・
平
仮
名
両
本
の
本
文

に
も
ほ
ぼ
異
同
は
な
く
、
ま
た
第
三
類
本
と
も
違
い
は
な
い
。

和
歌
に
つ
い
て
見
る
と
、
片
仮
名
・
平
仮
名
両
本
に
あ
る
和
歌
（

歌
）

A

は
、
本
話
の
う
ち
、
標
題
「
酒
限
」
と
関
連
す
る
酒
量
制
限
に
つ
い
て
の

話
題
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
る
形
の
も
の
と
い
え
る
。

一
方
、
第
三
類
本
独
自
の

歌
は
そ
の
趣
向
が
全
く
異
な
る
。
「
い
し

C

に
さ
は
り
」
や
「
は
な
に
せ
か
る
る
」
な
ど
の
歌
語
か
ら
見
て
、
次
の
よ

う
な
、曲
水
の
宴
の
場
面
を
読
ん
だ
和
歌
が
類
歌
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

石
間
行
く
花
の
さ
か
づ
き
待
て
し
ば
し
ま
だ
言
の
葉
は
書
き
も
流
さ

ず

（
頓
阿
『
草
庵
集
』
春
・
曲
水
宴
を
（
三
十
一
）

）

杯
の
石
に
さ
は
る
も
こ
と
の
葉
も
せ
か
る
る
程
は
ま
た
れ
や
は
せ
ん

（
正
徹
『
草
根
集
』
春
・
三
月
三
日
（
三
十
二
）

）

歌
は
、
父
と
の
約
束
が
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
促
さ
れ
て
も
陶
侃

C
は
三
杯
を
超
え
て
は
酒
を
口
に
し
な
い
と
い
う
『
蒙
求
和
歌
』
の
場
面
を
、

曲
水
の
宴
の
場
面
に
置
き
換
え
て
詠
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

歌
と
は
、
発
想
の
全
く
異
な
る
和
歌
と
な
っ
て
い
る
。

A
『
蒙
求
和
歌
』
の
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
の
和
歌
は
全
く
異
な
る
和
歌

で
あ
っ
て
も
、
発
想
や
表
現
を
共
有
し
て
い
て
、
そ
の
改
訂
の
跡
を
た
ど

れ
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
「
陶
侃
酒
限
」
の
例
の
よ
う
な
発
想
の
大
転
換

は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
源
光
行
本
人
に
よ

る
改
訂
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
。

「
陶
侃
酒
限
」
の

歌
は
、
そ
う
し
た
『
蒙
求
和
歌
』
全
体
の
和
歌
改
訂

C

傾
向
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
異
質
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
三
十
三
）

。

し
た
が
っ
て
、
「
陶
侃
酒
限
」
の

歌
に
関
し
て
は
、
第
三
類
本
成
立
後

C

の
ど
こ
か
で
後
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。

こ
の
第
三
類
本
独
自
の
作
為
的
な
改
変
と
見
ら
れ
る
事
例
は
、
先
に
触

れ
た
羇
旅
部
末
尾
の
本
文
修
正
と
と
も
に
、
第
三
類
本
独
自
歌
の
信
頼
性

や
有
用
性
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
。
た
だ
し
、
個
別
に
そ
の
不
審
点
を
洗
い

出
し
、
信
頼
性
を
慎
重
に
確
か
め
る
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
第
三
類
本

の
独
自
歌
の
多
く
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
研
究
に
お
い
て
、
現
存
の
片
仮
名

本
・
平
仮
名
本
諸
本
と
と
も
に
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
ろ
う
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
、
『
蒙
求
和
歌
』
第
三
類
本
の
外
形
的
な
特
徴
か
ら
、
そ
の
性
格

を
述
べ
て
き
た
。
本
稿
で
指
摘
し
得
た
こ
と
は
、
お
よ
そ
、
以
下
の
五
点

で
あ
る
。

序
、
目
録
と
本
文
と
の
一
致
し
た
『
蒙
求
和
歌
』
を
目
指
し
、
目
録

（1）
お
よ
び
章
段
構
成
を
再
整
備
し
、
章
段
数
を
「
序
」
に
あ
る
通
り
の

二
五
〇
段
と
し
て
い
る
。
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片
仮
名
本
、
平
仮
名
本
両
本
間
で
、
故
事
や
和
歌
の
選
択
を
行
う
場

（2）
合
、
あ
る
程
度
そ
の
内
容
を
斟
酌
し
て
選
択
し
て
お
り
、
内
容
的
に

も
理
想
の
『
蒙
求
和
歌
』
を
目
指
し
て
い
る
。

・

の
構
想
は
完
全
に
は
実
現
し
て
お
ら
ず
、
目
録
と
の
不
一
致

（3）
（1）

（2）

や
和
歌
の
欠
脱
な
ど
が
一
部
に
残
っ
て
い
る
。

第
三
類
本
独
自
の
和
歌
を
多
数
含
む
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
欠
脱
前

（4）
の
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
。

大
幅
な
加
筆
修
正
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
一
部
、
混
態

（5）
後
の
修
正
・
加
筆
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
慎
重
を
要
す
る
。

こ
れ
ら
は
ご
く
当
た
り
前
の
結
論
で
あ
り
、
あ
え
て
贅
言
を
費
や
す
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
『
蒙
求
和

歌
』
研
究
に
お
い
て
、
後
出
本
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
顧
み
ら
れ
て
来
な

か
っ
た
第
三
類
本
の
本
文
や
和
歌
も
、
片
仮
名
本
や
平
仮
名
本
と
同
列
に

は
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
そ
の
視
野
に
置
く
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

第
三
類
本
は
、
丁
寧
な
検
討
を
経
て
作
ら
れ
た
混
態
本
で
は
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
む
し
ろ
原
態
を
留
め
る
箇
所
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
本
稿
で
は
そ
の
可
能
性
の
指
摘
に
留
ま
っ
た
が
、
重
ね
て
注
意

を
促
し
て
お
き
た
い
。

［
注
］

（
一
）
川
瀬
一
馬
「
唐
物
語
と
蒙
求
和
歌
」
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
（
講
談
社
・

一
九
四
三
年
）

（
二
）
池
田
利
夫
「
蒙
求
和
歌
の
伝
本
系
統
と
諸
本
」
お
よ
び
「
蒙
求
和
歌
の
成

立
と
伝
流
」
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究

翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠

補

訂
版
』（
笠
間
書
院
・
一
九
八
八
年
）

（
三
）
『
蒙
求
和
歌
』
の
引
用
は
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
は
角
川
書
店
『
新
編

国
歌
大
観
』
、
第
三
類
本
は
「
『
蒙
求
和
歌
』
第
三
類
本

本
文
〈
一
〉・
〈
二
〉

・
〈
三
〉
」
『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
二
九
・
三
一
・
三
三
（
二
〇
一
二
・

二
〇
一
三
・
二
〇
一
四
年
）
に
よ
り
、
適
宜
、
影
印
本
や
紙
焼
き
写
真
を
参

照
し
た
。

（
四
）
平
仮
名
本
は
「
郭
伋
竹
馬
」
の
本
文
が
存
在
し
な
い
が
、
こ
の
「
郭
伋
竹

馬
」
の
も
の
と
思
わ
れ
る
和
歌
が
次
の
「
劉
寛
蒲
鞭
」
に
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
和
歌
を
示
し
た
。

（
五
）
『
蒙
求
』
古
注
の
引
用
は
汲
古
書
院
『
蒙
求
古
註
集
成
』
に
よ
る
。
た
だ

し
、
『
蒙
求
』
故
事
番
号

～

は
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
上
巻
古
鈔
本
に
よ

1

302

り
、

～

は
真
福
寺
宝
生
院
蔵
下
巻
古
鈔
本
に
よ
っ
た
。
な
お
、
訓
点
・

407

576

送
り
仮
名
等
は
省
略
し
た
。

（
六
）
こ
の
黒
川
文
庫
乙
本
は
、
巻
七
ま
で
（
巻
一
～
三
欠
）
が
片
仮
名
本
第
二

種
本
で
、
巻
八
以
降
が
第
三
類
本
で
あ
る
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。

（
七
）
第
二
種
本
に
は
末
尾
に
「
朱
雲
折
檻
」
が
な
い
こ
と
が
、
第
一
種
本
と
の

最
も
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

（
八
）
池
田
氏
の
指
摘
の
詳
細
は
原
著
（
注
（
四
）
同
書
）
に
委
ね
、
こ
こ
で
は

私
に
要
約
し
て
示
し
た
。

（
九
）
平
仮
名
本
の
章
段
数
に
は
、
末
尾
の
「
朱
雲
折
檻
」
を
含
む
。
平
仮
名
本

は
二
一
三
段
で
、
片
仮
名
本
や
第
三
類
本
よ
り
か
な
り
章
段
数
が
少
な
い
。

（
十
）
本
章
段
は
第
三
類
本
に
し
か
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
新
編
国
歌
大
観
』

に
も
、
そ
れ
を
底
本
と
し
た
『
『
蒙
求
和
歌
』
校
注
』（
章
剣
著
・
渓
水
社
）

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
十
一
）
岩
波
書
店
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
に
よ
る
。

（
十
二
）
風
間
書
房
『
夫
木
和
歌
抄
〈
本
文
篇
〉
―

作
者
分
類
』
に
よ
る
。
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（
十
三
）
こ
の
和
歌
は
『
亭
子
院
歌
合
』
の
宇
多
院
御
製
「
ゆ
き
か
へ
り
ち
ど
り

な
く
な
る
は
ま
ゆ
ふ
の
こ
こ
ろ
へ
だ
て
て
お
も
ふ
も
の
か
は
」
（
角
川
書
店

『
新
編
国
歌
大
観
』）
で
、『
新
拾
遺
和
歌
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

（
十
四
）
明
治
書
院
・
新
釈
漢
文
大
系
『
文
選

文
章
篇
』
に
よ
る
。『
女
史
箴
』

は
、『
初
学
記
』
や
『
芸
文
類
聚
』
に
も
引
か
れ
、『
女
史
箴
図
巻
』
と
な
っ

て
図
像
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

（
十
五
）
他
に
連
続
す
る
二
句
を
併
せ
て
一
章
段
と
し
て
扱
う
例
も
複
数
あ
る
。

（
十
六
）
平
仮
名
本
の
目
録
は
そ
も
そ
も
章
段
数
を
示
さ
な
い
。

（
十
七
）
「
雑
部
」
は
計
五
一
段
あ
り
、
前
掲
表
③
の
通
り
、
そ
の
う
ち
一
二
章

段
（
鄒
衍
降
霜
～
郭
伋
竹
馬
）
は
片
仮
名
本
の
み
の
章
段
で
あ
る
。
ま
た
、

両
本
間
で
故
事
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
箇
所
（
片
・
周
公
握
髪
、
平
・
伯
英
草

聖
）
や
平
仮
名
本
の
和
歌
が
欠
脱
し
て
い
る
箇
所
（
劉
寛
蒲
鞭
）
な
ど
も
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
と
も
に
本

文
も
和
歌
も
揃
い
、
そ
の
和
歌
も
両
本
で
同
一
で
あ
る
「
荀
陳
徳
星
」
が
削

除
さ
れ
て
い
る
。
詳
述
は
避
け
る
が
、
「
荀
陳
徳
星
」
の
片
仮
名
・
平
仮
名

両
本
の
本
文
お
よ
び
『
蒙
求
』
古
注
の
形
態
を
比
較
す
る
と
、
片
仮
名
本
の

文
章
は
、
内
容
の
重
複
な
ど
も
あ
り
、
違
和
感
の
あ
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
仮
名
本
も
「
時
ニ
徳
星
、
天
ニ
ア
ツ
マ
レ
リ
」
と
い
う
『
蒙
求
』

標
題
の
「
徳
星
」
に
あ
た
る
重
要
な
記
述
が
削
除
さ
れ
、
故
事
の
文
脈
や
和

歌
の
意
図
が
判
然
と
し
な
い
。
本
章
段
が
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
の
一

つ
に
は
、
こ
う
し
た
本
文
上
の
問
題
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
十
八
）
こ
の
故
事
入
れ
替
え
に
関
し
て
は
、
池
田
氏
に
よ
り
、
京
都
国
立
博
物

館
蔵
『
百
詠
和
歌
』
（
断
簡
の
継
ぎ
合
わ
せ
本
）
第
六
祥
獣
部
・
鹿
に
片
仮

名
本
「
五
鹿
嶽
々
」
の
和
歌
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
十
九
）
山
口
本
お
よ
び
三
手
文
庫
本
「
五
鹿
嶽
々
イ
」
と
の
傍
記
が
あ
る
。
山

岸
本
・
書
陵
部
本
に
は
こ
の
傍
記
は
な
い
。

（
二
十
）
「
緑
珠
墜
楼
」
（
哀
傷
）・
「
鋤
麑
触
槐
」（
哀
傷
）
。
こ
れ
ら
は
和
歌
も
欠

い
て
い
る
。
ほ
か
に
「
黄
向
訪
主
」
（
雑
）
は
、
目
録
と
本
文
と
で
そ
の
収

録
位
置
が
異
な
る
。

（
二
十
一
）
第
三
類
本
の
標
題
の
中
に
は
、
他
系
の
伝
本
と
比
べ
る
と
後
の
標
題

が
混
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
池
田
氏
）
。
こ
れ
は
目
録

・
本
文
に
共
通
し
、
や
は
り
、
第
三
類
本
の
目
録
と
本
文
と
が
整
合
す
る
よ

う
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
十
二
）
こ
の
想
定
は
、
「
馮
媛
当
熊
」
（
恋
）
も
ま
た
現
存
平
仮
名
本
で
は
欠

脱
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
類
本
に
は
そ
の
全
文
が
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
（
表
②
参
照
）
。
し
か
し
、
む
し
ろ
、
第
三
類
本
が

こ
こ
で
は
「
太
初
日
月
」
に
拠
っ
て
い
な
い
こ
と
こ
そ
が
、
第
三
類
本
が
独

自
の
創
作
を
し
て
ま
で
は
、
そ
の
本
文
を
収
録
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
第
三
類
本
「
馮
媛
当
熊
」
段

は
、
第
三
類
本
作
者
の
作
為
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
本
来
の
平
仮
名
本
の
も

の
を
採
用
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
二
十
三
）
「
あ
ら
し
」
「
あ
ら
れ
」
の
小
異
の
み
。
お
そ
ら
く
「
あ
ら
れ
」
が
正

し
く
、「
ア
ラ
シ
」「
あ
ら
し
」
は
と
も
に
誤
写
で
あ
ろ
う
。

（
二
十
四
）『
躬
恒
集
』
に
は
初
句
「
わ
ぎ
も
こ
が
」
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
二
十
五
）『
六
百
番
歌
合
』
に
「
寄
風
恋
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
二
十
六
）
『
伊
勢
物
語
』
一
一
八
段
に
も
「
昔
、
お
と
こ
、
ひ
さ
し
く
を
と
も

せ
で
、
「
忘
る
る
心
も
な
し
。
ま
い
り
来
む
」
と
い
へ
り
け
れ
ば
」（
岩
波
書

店
・
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
し
て
同
歌
が
収
録
さ
れ
る
。

（
二
十
七
）
平
仮
名
本
に
は
、
片
仮
名
本
で
い
う
第
二
種
本
の
よ
う
な
収
録
歌
数

の
異
な
る
よ
う
な
異
本
は
な
く
、
欠
脱
箇
所
な
ど
は
現
存
諸
本
で
共
通
し
て

い
る
（
松
平
文
庫
本
、
東
海
大
学
桃
園
文
庫
本
の
よ
う
に
体
裁
の
乱
れ
を
整

え
た
か
と
思
わ
れ
る
伝
本
は
あ
る
）
。
第
三
類
本
が
参
照
し
た
平
仮
名
本
は
、
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現
存
本
と
は
や
や
異
な
る
伝
本
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
十
八
）
準
古
注
ほ
ぼ
同
じ
。
新
注
は
標
題
の
「
縮
地
」
関
連
部
分
が
な
い
。

（
二
十
九
）
第
三
類
本
に
は
、「
非
本
文
」
な
ど
と
い
う
注
記
に
よ
っ
て
、『
蒙
求
』

新
注
と
の
比
較
結
果
を
示
す
伝
本
も
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
二
章
段
は
、

新
注
と
古
注
と
で
顕
著
な
異
同
の
あ
る
箇
所
で
あ
り
、
第
三
類
本
の
「
復
元
」

箇
所
は
古
注
に
拠
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
の
第
三
類
本
に
注
記
が

行
わ
れ
た
こ
と
と
は
別
に
（
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
に
）
こ
う
し
た
作
業
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
郝
廉
留
銭
」「
長
房
縮
地
」（
羇

旅
）
二
章
段
の
和
歌
欠
脱
が
第
三
類
本
成
立
後
の
問
題
に
帰
し
、
先
述
の
「
鍾

離
委
珠
」
（
冬
・
霰
）
「
劉
寛
蒲
鞭
」
（
雑
）
が
編
集
上
の
問
題
に
帰
す
る
と

す
れ
ば
、
問
題
の
欠
脱
箇
所
は
「
勾
践
投
醪
」
（
酒
）
た
だ
ひ
と
つ
で
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
「
勾
践
投
醪
」
（
酒
）
の
和
歌
欠
脱
に
つ
い
て
は
積
極
的

な
説
明
が
で
き
な
い
。

（
三
十
）
『
蒙
求
』
古
注
は
以
下
の
本
文
で
あ
る
。
「
陶
侃
別
伝
、
侃
字
士
行
、
母

湛
氏
。
賢
明
有
法
訓
。
侃
在
武
昌
、
諸
賢
従
容
飲
、
常
有
限
、
或
勧
可
少
進
。

侃
凄
然
、
良
久
曰
、
諸
君
当
不
解
、
余
少
年
時
曽
有
酒
失
、
亡
親
見
約
、
故

不
敢
逾
限
。
嘗
侃
丁
母
憂
艱
辛
在
墓
下
。
有
二
客
来
弔
。
儀
服
鮮
異
。
使
人

随
之
、
但
見
鶴
飛
冲
天
也
。
」

（
三
十
一
）
明
治
書
院
・
和
歌
文
学
大
系
『
草
庵
集
・
兼
好
法
師
集
・
浄
弁
集
・

慶
運
集
』
に
よ
る
。

（
三
十
二
）
角
川
書
店
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
三
十
三
）「
さ
か
づ
き
も
み
た
び
に
す
ぎ
て
ま
た
じ
と
ぞ
思
ふ
」
と
あ
る
の
は
、

「
陶
侃
三
盃
を
の
み
け
り
」
を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
陶
侃
の
飲
酒

制
限
に
つ
い
て
は
、
『
蒙
求
』
古
注
は
「
常
に
限
り
あ
り
」
と
す
る
の
み
で

「
三
杯
」
と
い
う
具
体
的
数
量
を
明
示
し
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
さ

か
づ
き
も
み
た
び
に
す
ぎ
て
」
は
、
明
ら
か
に
『
蒙
求
』
古
注
で
は
な
く
『
蒙

求
和
歌
』
本
文
か
ら
発
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
大
い
に
不
審
で
あ
る
。

［
附
記
］

本
稿
は
、
本
誌
第

・

・

号
に
掲
載
し
た
『
蒙
求
和
歌
』
第
三
類
本
の
翻

29

31

33

刻
と
校
異
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
上
記
翻
刻
の
共
同
執
筆
者
諸
氏
な
ら
び
に
『
蒙

求
和
歌
』
輪
読
会
参
加
諸
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
編
集
部
に
は
上
記
翻
刻
連
載
の
完
結
と
同
時
の
解
題
論
文
執
筆
を
約
し

て
、
三
号
に
わ
た
る
翻
刻
掲
載
を
許
可
し
て
頂
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
解

題
論
文
の
成
稿
が
一
年
遅
れ
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に

筆
者
の
怠
惰
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
深
く
陳
謝
し
、
寛
大
な
御
処
置
を
賜

り
ま
し
た
編
集
部
の
ご
厚
情
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

加
え
て
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
の
便
宜
を
図
っ
て
頂
き
ま
し
た
関
係
諸
機
関
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

）
「
『
蒙
求
和

（C）

歌
』
に
見
る
漢
文
学
と
和
文
学
の
融
合
」
（
課
題
番
号

25370245

）
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
一
五
年
度
南
山
大
学
パ
ッ
ヘ
研
究
奨
励
金
Ⅰ-

Ａ-
２
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
も
り
た

た
か
ゆ
き
・
南
山
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）


